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４月１日� 学年始

４月８日� 入学式

５月３１日� 開学記念日

８月１１日����
��
夏季休業

９月３０日�

１０月１日� 後期授業開始

１１月２１日	���
��
学園祭

１１月２４日�

１１月２１日	 臨時休業日

１２月２５日
���
��
冬季休業

１月７日�

３月２１日����
��
春季休業

４月７日�

３月２５日
 卒業式

３月３１日� 学年終

長崎大学の理念
長崎大学は，長崎に根づく伝統的文化を継承しつつ，豊かな心を育み，地球の平和を支

える科学を創造することによって，社会の調和的発展に貢献する。

学学 年年 暦暦
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運営諮問会議�

副学長（2）�
学長補佐（7）�

保健管理センター�
先導生命科学研究支援センター�
総合情報処理センター�
地域共同研究センター�
生涯学習教育研究センター�
留学生センター�
機器分析センター�
大学教育機能開発センター�
アドミッションセンター�
環境保全センター�

総務部�
�
�
�
経理部�
�
�
学務部�
�
�
�
施設部�

事務部�

事務部�

事務部�
事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

附属教育実践総合センター�
附属小学校�
附属中学校�
附属養護学校�
附属幼稚園�

附属病院�

附属病院�

�
附属練習船鶴洋丸�
附属練習船長崎丸�
附属海洋資源教育研究センター�
�
�
附属熱帯性病原体感染動物実験施設�
附属熱帯感染症研究センター�

�
医学分館�
経済学部分館�

�
教育学研究科�
経済学研究科�
環境科学研究科�
医学研究科�
歯学研究科　（平成14年度から学生募集停止）�
薬学研究科�
生産科学研究科�
医歯薬学総合研究科�
　　　　　　　　附属原爆後障害医療研究施設�
　　　　　　　　附属薬用植物園��

（併設）�
長崎大学医療技術短期大学部　　事務部�
（平成14年度から学生募集停止）�

総務課�
人事課�
研究協力課�
国際交流課�
主計課�
経理課�
契約室�
学務課�
学生生活課�
入試課�
留学生課�
企画課�
建築課�
設備課�

�
総務課�
管理課�
医事課�
総務課�
業務課�

�
情報管理課�
情報サービス課�

学　　長�

事 務 局 �

教 育 学 部 �

経 済 学 部 �

医 学 部 �

歯 学 部 �

薬 学 部 �

工 学 部 �

環 境 科 学 部 �

水 産 学 部 �

熱帯医学研究所�

附 属 図 書 館 �

大 学 院 �

組織・沿革１
機 構 図
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昭和24年５月�

昭和24年５月�

昭和24年５月�

昭和54年10月�

昭和24年５月�

昭和41年４月�

平成９年10月�

昭和24年５月�

昭和24年５月�

昭和24年５月�

昭和24年５月�

昭和57年４月�

昭和59年４月�

（平成14年度から�
　学生募集停止）�

（併設）�

明治７年� 明治８年� 明治９年� 明治９年� 明治10年� 明治10年�

明治11年�

明治17年�

明治19年� 明治31年�

明治41年�

明治38年� 昭和19年� 昭和24年�

昭和19年� 昭和21年�

安政４年� 文久元年� 慶応元年� 明治元年� 明治２年� 明治４年� 明治５年� 明治６年� 明治７年� 明治９年�

明治11年� 明治15年�
（甲種）�

明治21年� 明治27年� 明治34年� 大正12年�

大正12年� 大正14年�

文久元年� 明治７年� 明治８年� 明治９年� 大正11年� 大正12年�

昭和22年� 昭和24年�

明治10年� 明治11年�

昭和15年� 昭和19年� 昭和22年�

明治23年� 大正12年� 昭和24年�

大正10年� 昭和10年�

昭和17年� 昭和21年�

昭和19年� 昭和24年�

昭和26年�

昭和24年�昭和18年�

（学芸学部）�
教 育 学 部 �

経 済 学 部 �

医 学 部

歯 学 部

（風土病研究所）�
熱帯医学研究所�

医 療 技 術 �
短期大学部�

薬 学 部

工 学 部

環境科学部�

水 産 学 部 �

附属図書館�

医学部附属病院�

歯学部附属病院�

長
崎
大
学�

養 成 所 �
蕃 地 事 務 �
支 局 病 院 �

長 崎 病 院 �
（県所属）�

県 立 �
長 崎 病 院 �

長崎医学専門
学校附属病院�

長崎医科大
学附属医院�

長 崎 �
高 等 学 校 �

長 崎 大 学 �
長崎高等学校�

長崎県公立
師 範 学 校 �

崎　　　陽
師 範 学 校 �

崎　　　陽
師範学校部�

小 学 教 師 �
養 成 所 �

小学校教則�
講 習 所 �

養 成 所 �

佐　　　賀
師範学校部� 廃 止 �

長崎県尋常�
師 範 学 校 �

長崎県女子
師 範 学 校 �

長崎師範学
校（県立）�

長 崎 県 �
師 範 学 校 �

長崎県女子
師 範 学 校 �

長 崎 高 等 �
商 業 学 校 �

長崎大学長崎
経済専門学校�

長 崎 経 済 �
専 門 学 校 �

長崎工業経
営専門学校� 廃 止 �

長 崎 �
医 学 校 �

第五高等中
学校医学部�

第五高等学
校 医 学 部 �

長 崎 医 学 �
専 門 学 校 �

長 崎 医 科 �
大 学 �

附 属 �
医学専門部� 廃 校 �

医学伝習所� 医 学 所 �精 得 館 �長 崎 府 �
医 学 校 �

長崎県病院
医 学 校 �

長 崎 �
医 学 校 �

第六大学区
医 学 校 �

第五大学区
医 学 校 �

長 崎 �
医 学 校 �

長 崎 病 院 �
医 学 場 �

長 崎 �
医 学 校 �

臨 時 附 属 �
医学専門部�

附 属 �
医学専門部� 廃 校 �

第五高等中学校
医学部薬学科�

長崎医科大学附
属薬学専門部�

長崎大学長崎医科大
学附属薬学専門部�

長崎県実業補習学校
教員養成所水産科�

長崎県立青年学校
教員養成所水産科�

長崎青年師範学
校水産科（官立）�

長崎医科大学附属
東亜風土病研究所�

長崎医科大学
風土病研究所�

長崎大学長崎青年
師範学校水産科�

長崎医科大学附属
薬学専門部廃止�

（長崎医学校の附属に代用）�

長 崎 大 学 �
長崎師範学校�

長崎師範学
校（官立）�

沿 革 図
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（１９５０年）

（１９５１年）

（１９５３年）

（１９５４年）

（１９５５年）

（１９５６年）

（１９６０年）

（１９６２年）

（１９６４年）

（１９６５年）

（１９６６年）

（１９６７年）

（１９６８年）

（１９６９年）

（１９７０年）

（１９７１年）

長崎大学は，昭和２４年（１９４９年）５月３１日国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）により，旧制の長崎医科

大学，長崎医科大学附属薬学専門部，長崎経済専門学校，長崎師範学校，長崎青年師範学校，長崎高等学校を包

括し，学芸学部（甲類・小学校教員養成科，中学校高等学校教員養成科，乙類・小学校教員養成科，中学校高等

学校教員養成科），経済学部（経済学科，商学科），医学部（医学

科），薬学部（薬学科），水産学部（漁業学科，水産製造学科，水

産増殖学科）の５学部に附属図書館を置き，風土病研究所が附置

され，学部附属の学校又は教育施設として，学芸学部に小学校・

中学校・幼稚園，医学部に病院・病院分院・看護婦養成施設をも

つ新制大学として設置された。

その後の沿革概要は，次のとおりである。

昭和２５．３

５

昭和２６．３

６

２８．４

２９．４

３０．４

３１．１

４

３５．３

４

３７．４

３９．４

４０．３

４

４１．４

４２．４

６

４３．４

４４．４

１２

４５．４

４６．２

４

・長崎高等学校廃止

・大村一般教養部，長崎一般教養部を統

合して大村分校設置

・長崎大学商業短期大学部併設

・医学部附属看護学校設置

・長崎医科大学附属薬学専門部，長崎経

済専門学校，長崎師範学校，長崎青年

師範学校廃止

・厚生補導部を補導部と改称

・水産学部に専攻科（特設専攻科）設置

・長崎大学大村分校を長崎大学分校と改

称

・経済学部に経済学専攻科設置

・医学部に講座制施行

・大学院医学研究科設置

・医学部に附属助産婦学校設置

・補導部を学生部と改称

・薬学部に薬学専攻科設置

・長崎医科大学廃止

・水産学部に水産専攻科設置

・医学部に附属原爆後障害医療研究施設

設置

・教養部設置（分校廃止）

・水産学部に附属練習船「長崎丸」設置

・薬学専攻科廃止

・大学院薬学研究科設置

・学芸学部に学芸専攻科設置

・保健管理センター設置

・工学部（機械工学科，電気工学科）設

置

・学芸学部を教育学部と改称，これに伴

い学芸専攻科を教育専攻科に改称

・教育学部に養護学校教員養成課程設置

・薬学部に製薬化学科設置

・工学部に構造工学科設置

・風土病研究所を熱帯医学研究所と改称

・水産学部に附属水産実験所設置

・経済学部に貿易学科設置

・工学部に土木工学科設置

・電子計算機室設置

・水産専攻科改廃止（漁業専攻中の特設

専攻科を遠洋漁業専攻と改称し，漁業

専攻，水産製造専攻，水産増殖専攻は

廃止）

・大学院水産学研究科設置

・工学部に材料工学科設置

・附属図書館の整備統合（教育学部分館，

薬学部分館，水産学部分館，熱帯医学

研究所分館廃止・経済学部分館，医学

部分館は従来どおり存置）

・教育学部に附属養護学校設置

・経済学部商学科を経営学科と改称

・大学院薬学研究科に製薬化学専攻設置

・工学部に工学専攻科（機械工学，電気

正門門標

沿 革
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（１９７２年）

（１９７３年）

（１９７４年）

（１９７５年）

（１９７６年）

（１９７７年）

（１９７８年）

（１９７９年）

（１９８０年）

（１９８１年）

（１９８２年）

（１９８３年）

（１９８４年）

（１９８６年）

（１９８７年）

（１９８８年）

４７．４

５

４８．４

４９．４

５０．４

６

５１．４

５２．４

５３．３

４

５４．４

５

１０

１１

５５．４

５６．４

５７．４

５８．４

５９．４

１０

６１．４

６

９

６２．４

６３．４

工学，構造工学）設置

・工学部に工業化学科設置

・医学部に附属原爆医学資料センター設

置

・薬学部に附属薬用植物園設置

・水産学部の漁業学科，水産製造学科及

び水産増殖学科を水産学科に改組

・工学部工学専攻科に土木工学専攻設置

・教育学部に附属教育工学センター設置

・大学院水産学研究科漁業学専攻，水産

製造学専攻及び水産増殖学専攻を水産

学専攻に改称

・工学部工学専攻科に材料工学専攻設置

・教育学部に幼稚園教員養成課程設置

・医学部附属原爆医学資料センターを医

学部附属原爆被災学術資料センターと

改称

・熱帯医学研究所に附属熱帯医学資料室

設置

・水産学部に附属練習船「鶴洋丸」設置

・排水等分析センター設置

・工学部に電子工学科設置

・大学院工学研究科設置

・九州地区国立大学島原共同研修セン

ター設置

・工学研究科に土木工学専攻設置

・工学専攻科廃止

・歯学部創設準備室設置

・商業短期大学部商業学科を商経学科

（経済・法律専攻，経営情報専攻）と

改称

・ＲＩセンター設置

・工学部に機械工学第二学科設置

・熱帯医学研究所に附属熱帯性病原体感

染動物実験施設設置

・附属図書館医学部分館を医学分館と改

称

・情報処理センター設置（電子計算機室

廃止）

・歯学部歯学科設置

・歯学部創設準備室廃止

・排水等分析処理センター設置（排水等

分析センター廃止）

・医学部に附属動物実験施設設置

・歯学部に附属病院創設準備室設置

・工学研究科に電子工学専攻設置

・歯学部附属病院設置

・歯学部附属病院創設準備室廃止

・商業短期大学部商経学科の専攻課程を

２専攻課程から３専攻課程（経済専攻，

経済法学専攻，経営情報専攻）に改組

・工学研究科に機械工学第二専攻設置

・医療技術短期大学部創設準備室設置

・国際交流会館設置

・医療技術短期大学部（看護学科）併設

・医療技術短期大学部創設準備室廃止

・商業短期大学部を商科短期大学部と改

称

・水産学部水産学科１８講座を６大講座に

改組

・医療技術短期大学部に理学療法学科及

び作業療法学科設置

・医学部附属看護学校廃止

・大学院歯学研究科設置

・薬学研究科に医療薬科学専攻（博士課

程前・後期）設置（薬学専攻及び製薬

化学専攻を改組）

・薬学部の薬学科及び製薬化学科を薬科

学科に改組

・教育学部に附属教育実践研究指導セン

ター設置（附属教育工学センター廃止）

・計測・分析センター設置

・外国人留学生指導センター設置

・環境保全センター設置（排水等分析処

理センター廃止）

・医学部附属助産婦学校廃止

・工学研究科に海洋生産開発学専攻（後

期３年博士課程）設置

・医療技術短期大学部に専攻科（助産学

特別専攻）設置

・大学院海洋生産科学研究科（後期３年

博士課程）設置

・大学院工学研究科海洋生産開発学専攻

は，海洋生産科学研究科へ移行
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（１９８９年）

（１９９０年）

（１９９１年）

（１９９２年）

（１９９３年）

（１９９４年）

（１９９５年）

（１９９６年）

（１９９７年）

（１９９８年）

（１９９９年）

（２０００年）

（２００１年）

平成元．５

２．４

６

３．４

４．４

５．４

６．４

６

７．４

８．５

９．４

１０

１０．４

１１．４

１２．４

１３．４

・工学部電気工学科及び電子工学科を電

気情報工学科に改組

・総合情報処理センター設置（情報処理

センター廃止）

・熱帯医学研究所を全国共同利用の研究

所に改組

・工学部機械工学科及び機械工学第二学

科を機械システム工学科に改組

・地域共同研究センター設置

・経済学部経済学科８学科目を３大学科

目に，経営学科８学科目を２大学科目

に，貿易学科６学科目をファイナンス

学科２大学科目に改組，２共通学科目

を廃止

・工学部構造工学科４講座を２大講座に，

土木工学科４講座を社会開発工学科２

大講座に，材料工学科４講座を２大講

座に，工業化学科４講座を応用化学科

２大講座に改組

・アイソトープ総合センター設置（ＲＩ

センター廃止）

・大学院工学研究科電気工学専攻及び電

子工学専攻を電気情報工学専攻と改称

・生涯学習教育研究センター設置

・大学院教育学研究科設置

・教育専攻科廃止

・大学院工学研究科機械工学専攻及び機

械工学第二専攻を機械システム工学専

攻と改称

・熱帯医学研究所１０部門を３大部門に改

組

・大学院経済学研究科設置

・経済学専攻科廃止

・大学院工学研究科土木工学専攻を社会

開発工学専攻に，工業化学専攻を応用

化学専攻に改称

・留学生センター設置（外国人留学生指

導センター廃止）

・医学部に附属原爆後障害医療研究施設

設置（附属原爆後障害医療研究施設及

び附属原爆被災学術資料センター廃

止）

・水産学部に附属海洋資源教育研究セン

ター設置（附属水産実験所廃止）

・熱帯医学研究所に附属熱帯病資料情報

センター設置（附属熱帯医学資料室廃

止）

・環境科学部（環境科学科）設置

・教養部廃止

・経済学部経済学科，経営学科及びファ

イナンス学科を総合経済学科に改組

（昼夜開講制の実施）

・教育学部小学校教員養成課程，中学校

教員養成課程，養護学校教員養成課程

及び幼稚園教員養成課程を学校教育教

員養成課程及び情報文化教育課程に改

組

・大学院教育学研究科教科教育専攻に保

健体育専修及び家政教育専修設置

・工学部電気情報工学科を電気電子工学

科及び情報システム工学科に改組

・機器分析センター設置（計測・分析セ

ンター廃止）

・大学院薬学研究科に臨床薬学専攻（独

立専攻）を設置し，医療薬科学専攻を

薬科学専攻に改称

・副学長の設置（学生部長の廃止）

・事務局及び学生部の事務局一元化に伴

い，学務部設置（学生部の廃止）

・大学院教育学研究科教科教育専攻に社

会科教育専修及び理科教育専修設置

・大学院医学研究科に新興感染症病態制

御学系専攻（独立専攻）設置

・大学院生産科学研究科（区分制博士課

程）設置

・遺伝子実験施設設置

・長崎大学商科短期大学部（併設）廃止

・大学院生産科学研究科海洋生産開発学

専攻及び海洋資源学専攻を海洋生産科

学専攻及び物質科学専攻に改組

・教育学部に附属教育実践総合センター

設置（附属教育実践研究指導センター

廃止）

・熱帯医学研究所に附属熱帯感染症研究
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（２００２年）

（２００３年）

１０

１４．４

１５．４

センター設置（附属熱帯病資料情報セ

ンター廃止）

・医学部医学科の３１小講座，１大講座を

６大講座に改組

・医学部に保健学科設置

・大学院環境科学研究科設置

・大学院医歯薬学総合研究科設置

・大学教育機能開発センター設置

・アドミッションセンター設置

・医学部医学科の６大講座を４大学科目

に改組

・歯学部歯学科の１８小講座を３大学科目

に改組

・薬学部薬科学科の４大講座を２大学科

目に改組

・大学院医歯薬学総合研究科に附属原爆

後障害医療研究施設及び附属薬用植物

園設置（学部附属施設から研究科附属

施設へ移行）

・先導生命科学研究支援センター設置

（アイソトープ総合センター，遺伝子

実験施設及び医学部附属動物実験施設

の廃止）

長崎大学キャンパス正面ロータリー塑像
「若人」（山本稚彦 制作）
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初 代 高 瀬 清 （任期：昭和２４年６月２９日～昭和２７年６月５日）

（事務取扱） 池 田 晋 吾 （任期：昭和２７年６月６日～昭和２７年１１月１７日）

第 ２ 代 古屋野 宏 平 （任期：昭和２７年１１月１８日～昭和３３年１１月１７日）

第 ３ 代 北 村 精 一 （任期：昭和３３年１１月１８日～昭和３７年１１月１７日）

第 ４ 代 和 泉 成 之 （任期：昭和３７年１１月１８日～昭和４１年１１月１７日）

第 ５ 代 後 藤 敏 郎 （任期：昭和４１年１１月１８日～昭和４４年４月３日）

（事務取扱） 栗 原 道 徳 （任期：昭和４４年４月４日～昭和４４年５月６日）

第 ６ 代 中 塚 正 行 （任期：昭和４４年５月７日～昭和４９年７月３１日）

（事務取扱） 保 田 正 人 （任期：昭和４９年８月１日～昭和４９年１０月１０日）

第 ７ 代 具 島 兼三郎 （任期：昭和４９年１０月１１日～昭和５５年１０月１０日）

第 ８ 代 福 見 秀 雄 （任期：昭和５５年１０月１１日～昭和５９年１０月１０日）

第 ９ 代 保 田 正 人 （任期：昭和５９年１０月１１日～昭和６３年１０月１０日）

第 １０ 代 土 山 秀 夫 （任期：昭和６３年１０月１１日～平成４年１０月１０日）

第 １１ 代 横 山 哲 夫 （任期：平成４年１０月１１日～平成１０年１０月１０日）

第 １２ 代 池 田 高 良 （任期：平成１０年１０月１１日～平成１４年１０月１０日）

第 １３ 代 齋 藤 寛 （任期：平成１４年１０月１１日～現 在 ）

歴代学長

齋 藤 寛 学長
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運営諮問会議委員

平成１５年７月１日現在

会 長 福 地 茂 雄 アサヒビール�代表取締役会長

副 会 長 横 山 哲 夫 玉木女子短期大学長

愛 川 展 功 三菱重工業� 長崎造船所長

雨 宮 忠 日本体育・学校健康センター理事長

片 岡 千鶴子 長崎純心大学長

金 子 原二郎 長崎県知事

草 野 仁 テレビキャスター

定 方 郁 夫 長崎県高等学校長協会長・長崎県立長崎南高等学校長

野 � 元 治 長崎商工会議所会頭・十八銀行取締役会長

ブライアン Ｆ
バークガフニ

長崎総合科学大学人間環境学部 教授

会議風景
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役 職 員

学 長 齋 藤 寛

副 学 長（企画） � 山 毅

副 学 長（教学） 片 峰 茂

評 議 員

学 長 齋 藤 寛

副 学 長 � 山 毅

〃 片 峰 茂

教 育 学 部 長 橋 本 健 夫

宮 崎 正 明

尾 崎 洋 二

経 済 学 部 長 杉 原 敏 夫

菅 家 正 瑞

田 口 信 夫

医 学 部 長 兼 松 隆 之

石 丸 忠 之

歯 学 部 長 熱 田 充

林 善 彦

薬 学 部 長 中 島 憲一郎

中 村 純 三

工 学 部 長 小 山 純

江 頭 誠

環境科学部長 井 上 義 彦

佐久間 正

山 � 素 直

水 産 学 部 長 槌 本 六 良

片 岡 千賀之

学 長 補 佐 藤 野 哲 也

〃 福 永 博 俊

〃 吉 田 雅 章

〃 松 岡 數 充

〃 中 村 卓

〃 中 山 守 雄

事 務 局

事 務 局 長 森 田 秀 亮

総 務 部 長 脇 坂 信 夫

総 務 課 長 米 澤 宏

人 事 課 長 岡 村 克 美

研究協力課長 倉 持 光 雄

国際交流課長 高 橋 輝

経 理 部 長 清 水 勇 行

主 計 課 長 山 代 文 雄

経 理 課 長 佐久間 信 �

契 約 室 長 陣 野 勝 久

学 務 部 長 本 地 悦 郎

学 務 課 長 小 野 弘

学生生活課長 坂 口 豊

入 試 課 長 � 田 道 夫

留学生課長 高 宮 良 一

施 設 部 長 中 岡 一 男

企 画 課 長 山 口 正 春

建 築 課 長 伊 藤 猛 夫

設 備 課 長 篠 原 彰 一

生産科学研究科長 石 原 忠

石 田 正 弘

藤 田 雄 二

医歯薬学総合研究科長 谷 山 紘太郎

朝 長 万左男

六反田 篤

河 野 功

熱帯医学研究所長 青 木 克 己

附属図書館長 岡 林 隆 敏

医学部附属病院長 澄 川 耕 二

歯学部附属病院長 藤 井 弘 之

医 療 技 術
短期大学部部長 寺 � 明 美

厚 生 施 設

保健管理センター所長 石 井 伸 子

学内共同教育研究施設等

先導生命科学研究
支援センター長 佐 藤 浩

総合情報処理
セ ン タ ー 長 黒 田 英 夫

地域共同研究
セ ン タ ー 長 江 頭 誠

生涯学習教育
研究センター長 糸 山 景 大

留学生センター長 松 村 功 啓

機器分析センター長 畑 山 範

大学教育機能
開発センター長 片 峰 茂

アドミッション
セ ン タ ー 長 片 峰 茂

環境保全センター長 武 政 剛 弘

学 長 補 佐

学 長 補 佐 玉 利 正 人
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平成１５年７月１日現在

附 属 図 書 館

附属図書館長 岡 林 隆 敏

事 務 部 長 安 永 勉

情報管理課長 重 里 信 一

情報サービス課長 森 � 桂 子

医 学 分 館 長 中 村 卓

経済学部分館長 柴 多 一 雄

長崎大学医療技術短期大学部

学 長 齋 藤 寛

部 長 寺 � 明 美

事 務 長 吉 永 五十六

大 学 院

教育学研究科長 橋 本 健 夫

経済学研究科長 杉 原 敏 夫

医学研究科長 兼 松 隆 之

歯学研究科長 熱 田 充

薬学研究科長 中 島 憲一郎

環境科学研究科長 井 上 義 彦

生産科学研究科長 石 原 忠

医歯薬学総合研究科長 谷 山 紘太郎

附属原爆後障害
医療研究施設長 朝 長 万左男

附属薬用植物園長 河 野 功

九州地区国立大学島原共同研修センター

所 長 片 峰 茂

総 務 課 長 河 野 雅 史

業 務 課 長 村 上 弘 行

歯 学 部 附 属 病 院

附 属 病 院 長 藤 井 弘 之

薬 剤 部 長 藤 下 修

看 護 部 長 田 添 京 子

薬 学 部

薬 学 部 長 中 島 憲一郎

事 務 長 大 塚 二三男

工 学 部

工 学 部 長 小 山 純

事 務 長 嶋 本 勇

環 境 科 学 部

環境科学部長 井 上 義 彦

事 務 長 柴 田 元 昭

水 産 学 部

水 産 学 部 長 槌 本 六 良

事 務 長 佐 藤 久 人

附 属 練 習 船
鶴 洋 丸 船 長 秋 重 祐 章

附 属 練 習 船
長 崎 丸 船 長 � 木 保 昌

附属海洋資源教育
研究センター長 中 田 英 昭

附 置 研 究 所

熱帯医学研究所長 青 木 克 己

事 務 長 清 水 洋 治

附属熱帯性病原体
感染動物実験施設長 中 村 三千男

附属熱帯感染症
研究センター長 嶋 田 雅 曉

学 部 等

教 育 学 部

教 育 学 部 長 橋 本 健 夫

事 務 長 佐 藤 三 郎

附属小学校長 村 田 義 幸

附属中学校長 田 原 靖 昭

附属養護学校長 相 川 勝 代

附属幼稚園長 進 野 智 子

附属教育実践
総合センター長 福 井 昭 史

経 済 学 部

経 済 学 部 長 杉 原 敏 夫

事 務 長 吉 田 碩

医 学 部

医 学 部 長 兼 松 隆 之

事 務 長 小 川 源 吾

医 学 部 附 属 病 院

附 属 病 院 長 澄 川 耕 二

事 務 部 長 山 内 正 美

総務課長事務取扱 山 内 正 美

管 理 課 長 寺 坂 和 記

医 事 課 長 野 崎 健 次

薬 剤 部 長 佐々木 均

看 護 部 長 下 田 澄 江

歯 学 部

歯 学 部 長 熱 田 充

事 務 部 長 松 浦 孝 則
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教育研究等

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

教育学部は，長崎県及び各地の教育界を支える教員の養成の場として１００年を越える歴史を持っています。こ

の間，教員を目指す多くの若人たちが講義を受け実習を行って自らを磨き，希望と情熱を持って子どもたちの待

つ学校へ巣立っていきました。

平成１０年には，小・中学校の教員養成を目的とした学校教育教員養成課程のほかに人と人を結び，人を育てる

といった視点を持った社会人の育成を目指す新しい課程，情報文化教育課程も発足させました。前者には，初等

教育，中学校教育，障害児教育の３つのコースがあり，義務教育段階の教育に大きく貢献できる教員の養成を行っ

ています。後者は情報メディア，クロスカルチャー，芸術文化の３コースから成り，ITリテラシーや国際理解

力を持った社会のリーダーの育成を行っています。

学部・課程・講座

教 育 学 部 教育実習風景

学学学 部部部 課課課 程程程 講講講 座座座

教育学部
２課程
１１講座

学校教育教員養成課程

情 報 文 化 教 育 課 程

国語教育 社会科教育 数学教育

理科教育 音楽教育 美術教育

保健体育 技術教育 家政教育

英語教育 学校教育

学 部

２

１２
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経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

経済学部は，明治３８年（１９０５年）に東京高等商業学校（現一橋大学），神戸高等商業学校（現神戸大学）に次

ぐ第３番目に設立された「長崎高等商業学校」を母体とし，戦後の学制改革により「長崎大学経済学部」として

新たな歴史を歩んできました。

長崎大学唯一の社会科学系学部として「実践的エコノミストの養成」という建学の精神を引き継ぎ，グローバ

ル化・情報化の進展する現代経済社会にふさわしい実践的問題解決能力を持った人材の育成を行っています。

社会のニーズに対応した６つのコースを持つ教育システムに加え，民間企業・シンクタンクの実務経験者をは

じめ中央官庁からの現役出向教官，外国人教官など教育スタッフの多彩性もまた経済学部の特徴，魅力です。

学部・学科・講座

経 済 学 部 演 習 風 景

学学学 部部部 学学学 科科科 講講講 座座座

経済学部
１学科
６講座

総 合 経 済 学 科

理論・計量経済 地域・経済政策

経済協力・国際コミュニケーション

金融システム 企業行動・意思決定

経営管理・企業会計

教
育
研
究
等

１３



……………………………………………………………

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

医学部は，日本で最も古い公立医学校です。安政４年（１８５７年）１１月１２日，江戸時代の末期にオランダ海軍軍

医ポンペが最初に西洋医学の講義を行ったのが始まりです。当時，日本全国の俊英が長崎に集り，医学を学んで

から日本の各地での医療の普及に務めました。それから現在に至るまで長崎大学医学部は国際的に活動していま

す。

例えば，シーボルトが長崎で医学教育をした実績から，シーボルトにゆかりの深いドイツ・ビュルツブルグ大

学やオランダ・ライデン大学の各医学部学生との交換留学を実施しています。また，本学部が受けた被爆の経験

を充分に生かして，原爆後障害医療研究施設を中心に，放射線障害についても国際的な研究が行っています。そ

れらの研究成果が評価され，平成１４年４月には大学院大学（大学院医歯薬学総合研究科）が新設されました。

また，平成１３年１０月には生命や人間の尊厳に基づく心豊かな教養を備え，高度な専門的知識・技能を修得し，

広く社会に貢献できる資質の高い医療専門職者を育成するため，保健学科が新設されました。

学部・学科・学科目・講座

医 学 部 OSCE（客観的臨床能力試験）風景

学学学 部部部 学学学 科科科 学学学科科科目目目

医学部
２学科
４学科目
８講座

医 学 科
構造・機能・代謝学 病態解析医学

疾病制御医学 社会医学

講講講 座座座

保 健 学 科
基礎看護学 臨床看護学

母子看護学 地域看護学

基礎理学療法学 臨床理学療法学

基礎作業療法学 臨床作業療法学

教
育
研
究
等
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歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

歯学部は，歯学の進歩と地域歯科医療への貢献を使命として昭和５４年１０月に設置されました。平成１４年４月に

従来の医学・歯学・薬学の３研究科を再編統合した大学院医歯薬学総合研究科の設置に伴い，３大学科目制で大学

院教員による学部教育が実施されています。教育目標は，基本的教養と隣接分野の幅広い知識を修得させるとと

もに，歯学に関する高度の専門知識と基礎となる技術を修得させ，責任感と社会性を身に付けた，患者さんから

信頼される歯科医師及び創造性豊かで的確な判断力と洞察力を有する歯学研究者を養成することです。この目標

を達成するために，一般教育及び歯科医学の周辺領域にわたる学問を教授するのと並行して歯科医学の専門知識

と歯科医療に関する各種専門技能を教授しています。

学部・学科・学科目

歯 学 部 臨床実習風景

学学学 部部部 学学学 科科科 学学学科科科目目目

歯学部
１学科
３学科目

歯 学 科

顎口腔生体科学

顎口腔環境科学

顎口腔再生医療科学

教
育
研
究
等
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薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

薬学部は，百十余年の伝統を持ち，「ヒトの健康を目指して」を理念として掲げ，化学物質の合成，遺伝子組

換法等を用いて，有効で副作用の少ない安全な薬の研究・開発を目指しています。

一方，環境衛生等に従事する者や医薬品の製造販売・服薬指導等に携わる薬剤師の育成も薬学部の重要な役目

の一つです。そのため，臨床薬学教育や医薬品情報解析教育も積極的に取り入れています。

平成１４年度には，薬学・医学・歯学の各大学院を再編統合して，大学院医歯薬学総合研究科が設置され，これ

を機に複数の研究室によるプロジェクト研究等が活発に行われています。

薬学部においても，より高度な教育・研究体制の整備拡充，幅広い視野をもつ薬学研究者の育成に意欲的に取

り組んでいます。

学部・学科・学科目

薬 学 部 実 験 風 景

学学学 部部部 学学学 科科科 学学学科科科目目目

薬学部
１学科
２学科目

薬 科 学 科
薬物創製科学

薬物作用解析学

教
育
研
究
等
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工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

学部・学科・講座

工学部は，昭和４１年４月に設置され，現在は機械システム工学科，電気電子工学科，情報システム工学科，構
造工学科，社会開発工学科，材料工学科及び応用化学科の７学科で構成されています。
本学部では，アジアの鼓動響く街長崎で，知と心と工学センスを育み，未来を拓く科学技術を創造することに

よって，社会の持続的発展に貢献することを理念とし，広範な基本的教養及び専門の基盤となる幅広い知識，工
学に関する専門的知識を修得させるための基礎的教育を行い，課題探求能力，コミュニケーション能力，技術者
倫理観を身につけた，国際的にも通用する工学技術者人材の育成を行っています。

工 学 部 福祉機器の研究開発

学学学 部部部 学学学 科科科 講講講 座座座

工学部
７学科
１８講座

機 械 シ ス テ ム 工 学 科
設計システム学 生産システム学
エネルギーシステム学

電 気 電 子 工 学 科
電気エネルギー基礎学 制御システム学
電子回路デバイス学 通信工学

情 報 シ ス テ ム 工 学 科
計算機工学 数理・応用ソフトウェア工学
情報応用システム学

構 造 工 学 科 構造解析学 構造システム学

社 会 開 発 工 学 科 社会基盤工学 環境開発工学

材 料 工 学 科 材料物性・機能工学 材料開発工学

応 用 化 学 科 機能分子工学 生物分子工学

教
育
研
究
等
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環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

環境科学部は，「環境の世紀」と称される２１世紀の時代の要請に応えて設立された，国立大学で最初の文理融

合型の環境科学部であり，身近なレベルから地球レベルに至るまで深刻化している環境問題を克服し地球環境の

保全と人間社会の持続的発展に貢献する環境科学の教育研究を行っています。学生の所属する教育コースは環境

政策及び環境保全設計の２コースがあり，環境政策コースでは，環境共生的な人間社会の持続的な発展を可能に

する，社会経済システム，政策と法制度，文化と思想に関して，また環境保全設計コースでは，物質循環及び自

然環境の構造と相互作用，自然環境の保全と環境に配慮した都市開発や環境設計，環境にやさしい技術や製品の

開発に関して学び，未来志向の問題解決型環境スペシャリストの育成を目指しています。

学部・学科・講座

環境科学部 実 験 風 景

学学学 部部部 学学学 科科科 講講講 座座座

環境科学部
１学科
４講座

環 境 科 学 科

環境政策

文化環境

環境設計

自然環境保全

教
育
研
究
等
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水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

水産学部は，水圏に関する体系化された教育・研究を通して社会に広く貢献できる個性ある人材を養成すると

ともに，地域と国際社会を発展させ，人類の生存と福祉に貢献することを理念としています。昭和２４年の設立当

初の教育・研究は，戦後の食糧難の社会情勢を背景に，漁業生産の向上と生産物の有効利用を図る実践的色彩の

強いものでした。その後，急速な経済発展に伴い，海洋の生産性の向上・保全へと拡大し，今日では，海洋環境・

生物の保全をも包含した複合的・学際的領域へと変遷しています。

本学部は，常に社会の要請に応えた改組や改革を行い，２１世紀における水産・海洋科学の中心的な役割を担う

教育・研究組織として活動しています。

学部・学科・講座

水 産 学 部 乗船実習風景

学学学 部部部 学学学 科科科 講講講 座座座

水産学部
１学科
４講座

水 産 学 科

海洋生産システム学

海洋資源動態科学

海洋生物機能科学

海洋物質科学

教
育
研
究
等
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教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

教育学研究科は，平成６年度に２専攻５専修の形で開設され，平成１２年度には全ての教科の専修が揃った２専
攻１０専修の研究科になりました。学部に比べ歴史は新しいですが，教育実践力をさらに伸ばしたいという学部卒
業生及び現職教員を受け入れ，教育実践に関する講義はもちろんのこと現代的な教育課題の解決に必要な諸能力
育成に向けたゼミナール等で編成したカリキュラムを用意し，将来の地域の教育界の指導者を育成しています。
各専攻・専修では，教科の知識・技能の修得だけではなく，それぞれの教育実践に欠かすことのできない能力

が確実に身に付くよう講義等に工夫を凝らしています。特に，「実践授業研究」では，大学教員や附属校・園の
教員とともに新しい授業を作り出す楽しみが追求できるようになっています。

研究科・課程・専攻

経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

経済学研究科は，経済学部を母体として平成７年度に設置され，経済学と経営学を総合した経済経営政策専攻
という１専攻制をとり，「高度専門職業人の養成」を教育理念として基礎的知識，専門的知識，実践的問題解決
能力及び研究能力を育成する教育システムを整備しています。
特定の専門領域において深く問題を追及する研究能力の養成を目的とする「研究コース」と，特定の専門領域

における幅広い体系的知識を修得し，それに基づく応用力を汎用することによる実践的問題解決能力の養成を目
的とした「経営学修士コース（MBAコース）」で構成した専門教育を行い，社会や学生のニーズに対応した教
育カリキュラムと指導態勢が整っています。

研究科・課程・専攻

声楽の演習風景

総合研究棟

研研研究究究科科科 課課課程程程 専専専 攻攻攻

経済学研究科 修士課程 経済経営政策専攻

研研研究究究科科科 課課課程程程 専専専 攻攻攻

教育学研究科 修士課程
学校教育専攻

教科教育専攻

大 学 院
教
育
研
究
等
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……………………………………………………………

……………………………………………………………

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

環境科学研究科は，地球環境問題に対するかつてない高まりの中で，「人間と環境との調和的共生」を基本理
念として，問題解決に向けた多角的・学際的・総合的な教育・研究を行うために平成１４年４月に設置されました。
本研究科は文・理２専攻からなり，文系の「環境共生政策学専攻」は環境に関する「政策・管理」と「社会文化」
の側面から，理系の「環境保全設計学専攻」は「設計・解析」，「化学」および「生物」の自然科学的側面から教
育・研究を行います。両分野は相互に密接に連携・補完しあいながら，学際的な環境問題の総合的解決を図るこ
とを目指し，新しい環境科学の創造に意欲的に取り組んでいます。

研究科・課程・専攻

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

生産科学研究科は，昭和６３年４月に工学部と水産学部を母体として，海洋生産科学研究科（後期３年博士課程）
として発足しました。平成１２年度には学際的分野の教育・研究の発展を目指し，両学部の既設の修士課程であっ
た７専攻を博士前期課程の５専攻として取り込み，区分制博士課程として５年一貫教育・研究体制に改組すると
ともに研究科の名称を「生産科学研究科」と改称しました。併せて博士後期課程にシステム科学専攻を新設し，
既設の２専攻と合わせ３専攻となりました。更に平成１３年度には博士後期課程の既設２専攻を海洋生産科学専攻
と物質科学専攻に改組・再編成し，科学技術分野の発展に対応した教育・研究が行える研究科へと発展してきて
います。

研究科・課程・専攻

総合教育研究棟

内分泌かく乱化学物質の濃度測定風景

研研研究究究科科科 課課課程程程 専専専 攻攻攻

環境科学研究科 修士課程
環境共生政策学専攻

環境保全設計学専攻

研研研究究究科科科 課課課程程程 専専専 攻攻攻

生産科学研究科

博士課程

（前期）

機械システム工学専攻
電気情報工学専攻
環境システム工学専攻
物質工学専攻
水産学専攻

博士課程

（後期）

システム科学専攻
海洋生産科学専攻
物質科学専攻

教
育
研
究
等
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……………………………………………………………

……………………………………………………………

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

大学院医歯薬学総合研究科は，平成１４年４月１日に設置されました。本研究科は，今までの医学研究科，歯学
研究科，薬学研究科の３研究科を医療科学，新興感染症病態制御学系，放射線医療科学，生命薬科学の４専攻に
再編統合したものです。生命・医療領域において，急速な高度化・専門化が進み，それに対応するべく教育研究
の拠点を大学院にシフトし，教育研究内容の学際化と高度化を図ったものです。本研究科は高度の専門的知識と
経験を有し基礎研究・先端医療・創薬・保健行政・国際貢献などの分野で２１世紀の生命医療科学を中心的に担う
ことのできる研究者・教育者および高度専門職業人を育成するとともに，生命・医療領域の教育研究において国
際的拠点となることが一つの目標であります。

研究科・課程・専攻

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻攻科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科

専攻科・専攻

研究報告会

研研研究究究科科科 課課課程程程 専専専 攻攻攻

医 歯 薬 学
総 合 研 究 科

博士課程

医療科学専攻

新興感染症病態制御学系専攻

放射線医療科学専攻

博士課程

（前期・後期）
生命薬科学専攻

専 攻 科

専専専攻攻攻科科科 専専専攻攻攻 修修修業業業年年年限限限

水産専攻科 遠洋漁業専攻 １年

教
育
研
究
等
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職員・学生数等

※副学長�，学長補佐�は，併任で外数

平成１５年５月１日現在
（人）

職 員 数

区 分

部 局

教 官 その他

の職員
合 計

学 長 副学長 学長補佐 教 授 助教授 講 師 助 手 教 諭 計

事 務 局 １ � � １ �２ １７８ �１８０
保 健 管 理 セ ン タ ー １ ３ ４ ４

先導生命科学研究支援センター １ ２ ３ ６ ６

総合情報処理センター １ ２ ３ ３

地域共同研究センター １ １ １

生涯学習教育研究センター １ １ １

留 学 生 セ ン タ ー ２ ２ １ ５ ５

機 器 分 析 セ ン タ ー １ １ １

大学教育機能開発センター ４ ７ １ １２ １２

アドミッションセンター １ ２ ３ ３

環 境 保 全 セ ン タ ー １ １ １

教 育 学 部 ５５ ３４ ３ ９２ １６ １０８

附属教育実践総合センター ２ ２ ２

附 属 小 学 校 ２８ ２８ ４ ３２

附 属 中 学 校 ２７ ２７ ２ ２９

附 属 養 護 学 校 ２７ ２７ ２ ２９

附 属 幼 稚 園 ６ ６ １ ７

経 済 学 部 ３３ ３０ ５ ６８ １６ ８４

医 学 部 ２０ ８ ５ １３ ４６ ５３ ９９

医 学 部 附 属 病 院 ３ １１ ４２ ５８ １１４ ５７３ ６８７

歯 学 部 ３８ ３８

歯 学 部 附 属 病 院 １ ３ １８ ２６ ４８ ８３ １３１

薬 学 部 １１ １１

工 学 部 ３８ ２８ ４ ３４ １０４ ６５ １６９

環 境 科 学 部 ２９ ２４ １ ５４ １０ ６４

水 産 学 部 ２２ １１ ２ ３５ １３ ４８

附 属 練 習 船 鶴 洋 丸 １ ２ ２ ５ １６ ２１

附 属 練 習 船 長 崎 丸 １ ２ ３ ６ １４ ２０

附属海洋資源教育研究センター ２ １ ３ ３

熱 帯 医 学 研 究 所 １０ ３ ５ １７ ３５ １０ ４５

附属熱帯性病原体感染動物実験施設 １ １ １

附属熱帯感染症研究センター ２ １ １ ４ ４

附 属 図 書 館 ２１ ２１

生 産 科 学 研 究 科 ９ ９ ８ ２６ ２６

医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 ６３ ６０ ２５ １２０ ２６８ ４ ２７２

附属原爆後障害医療研究施設 ７ ６ ２ １４ ２９ ４ ３３

附 属 薬 用 植 物 園 １ １ １ ２

医 療 技 術 短 期 大 学 部 ６ ６

計 １ � � ３０７ ２４４ １２１ ３０７ ８８�１，０６８ １，１４１�２，２０９

３

２３



●学 部
平成１５年５月１日現在

（人）

区
分

学科・課程 入学定員
編入学

定 員
収容定員

現 員
計

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

教

育

学

部

小学校教員養成課程 ー － － － － － ７ － － ７

中学校教員養成課程 ー － － － － － ４ － － ４

養護学校教員養成課程 － － － － － － １ － － １

学校教育教員養成課程 １８０ － ７２０ １９７ １９２ １８３ ２１４ － － ７８６

情報文化教育課程 ６０ － ２４０ ６０ ６０ ６４ ７０ － － ２５４

計 ２４０ － ９６０ ２５７ ２５２ ２４７ ２９６ － － １，０５２

経

済

学

部

経 済 学 科 － － － － － － ２ － － ２

経 営 学 科 － － － － － － １ － － １

ファイナンス学科 － － － － － － ８ － － ８

総 合

経済学科

昼間コース ３５５ － １，４２０ ３７５ ３６６ ３６５ ４９５ － － １，６０１

夜間主コース ６０ － ２４０ ６０ ６０ ６０ ７４ － － ２５４

１５ ３０ － － － － － － －

計 ４１５ １５ １，６９０ ４３５ ４２６ ４２５ ５８０ － － １，８６６

医
学
部

医 学 科 ９５ ５ ５９０ １０２ １００ １０５ １０９ １０７ ８０ ６０３

保 健 学 科 １０６ １４ ２１２ １０６ １０５ － － － － ２１１

計 ２０１ １９ ８０２ ２０８ ２０５ １０５ １０９ １０７ ８０ ８１４

歯
学
部

歯 学 科 ５０ ５ ３４０ ５１ ５２ ６３ ６１ ６２ ６２ ３５１

薬
学
部

薬 科 学 科 ８０ － ３２０ ８６ ８０ ８５ １０３ － － ３５４

工

学

部

機械システム工学科 ８０ － ３２０ ８２ ８５ ８８ １３５ － － ３９０

電気情報工学科 － － － － － － １３ － － １３

電気電子工学科 ８０ － ３２０ ８５ ８８ ９３ １３０ － － ３９６

情報システム工学科 ５０ － ２００ ５９ ５０ ５６ ７２ － － ２３７

構 造 工 学 科 ４０ － １６０ ４３ ４４ ５２ ５１ － － １９０

社会開発工学科 ５０ － ２００ ５３ ５６ ５５ ７２ － － ２３６

材 料 工 学 科 ５０ － ２００ ５４ ５２ ５５ ７７ － － ２３８

応 用 化 学 科 ５０ － ２００ ５３ ５７ ５０ ７２ － － ２３２

各 学 科 共 通 － ２０ ４０ － － － － － － －

計 ４００ ２０ １，６４０ ４２９ ４３２ ４４９ ６２２ － － １，９３２

環境科
学 部 環 境 科 学 科 １４０ １０ ５８０ １４７ １３８ １５８ １６７ － － ６１０

水産
学部 水 産 学 科 １１０ － ４４０ １１９ １１４ １１７ １３４ － － ４８４

合 計 １，６３６ ６９ ６，７７２ １，７３２ １，６９９ １，６４９ ２，０７２ １６９ １４２ ７，４６３

学 生 数

職
員
・
学
生
数
等

２４



●研究生・科目等履修生

※上記以外に長崎県における大学間の単位互換履修生（特別聴講学生）が５人

●専 攻 科

●大 学 院

平成１５年５月１日現在
（人）

平成１５年５月１日現在
（人）

平成１５年５月１日現在
（人）

専 攻 科 入学定員 現 員

水産専攻科 遠洋漁業専攻 ３０ ４

定員・現員

研究科

修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

入学定員 １ 年 次 ２ 年 次 計 入学定員 １ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次 ４ 年 次 計

教 育 学 研 究 科 ３８ ３９ ４７ ８６

経 済 学 研 究 科 １５ ２２ １７ ３９

医 学 研 究 科 ― ７１ １５４ ２２５

歯 学 研 究 科 ― ５ ２０ ２０ ４５

薬 学 研 究 科 ― ４ ４ ― １８ １８

環境科学研究科 ２５ ２２ ２６ ４８

海洋生産科学研究科 － １１ １１

生産科学研究科 １８０ ２４５ ２０７ ４５２ ４４ ３６ ３４ ３８ １０８

医歯薬学総合研究科 ５３ ７５ ４３ １１８ １３１ ９１ １０９ ２００

計 ３１１ ４０３ ３４４ ７４７ １７５ １２７ １４８ １５８ １７４ ６０７

区 分
学部等 研 究 生 科目等履修生 特別聴講学生 特別研究学生

教育学部・教育学研究科 ６ １２ ０ ２

経済学部・経済学研究科 ８ １ ２ ０

医 学 部 ・ 医 学 研 究 科 ４１ ０ ０ ０

歯 学 部 ・ 歯 学 研 究 科 ３ ０ ０ ０

薬 学 部 ・ 薬 学 研 究 科 ０ ０ ０ ０

工 学 部 ２ ０ ２ ０

環境科学部・環境科学研究科 ５ ０ ０ ０

水 産 学 部 ２ ０ ０ ０

熱 帯 医 学 研 究 所 １ ０ ０ ０

生 産 科 学 研 究 科 ２ １ ０ ０

医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 ２０ ０ ０ ８

計 ９０ １４ ４ １０

職
員
・
学
生
数
等

２５



●学 部

※は外国人留学生で外数

●出身高校による入学者（外国人留学生を除く）の地域別区分

区 分
学 部 入 学 定 員 入学志願者 入 学 者

教 育 学 部 ２４０ ９９０ ※１ ２５７

経済学部
昼間コース ３５５ １，３９２ ※３０ ３６５ ※１０

夜間主コース ６０ ８３ ６０

医 学 部 ２０１ １，５１７ ※１ ２０１ ※１

歯 学 部 ５０ ３７９ ５０

薬 学 部 ８０ ７１２ ８６

工 学 部 ４００ １，１８８ ※５４ ４２０ ※９

環 境 科 学 部 １２８ ※１２ ３８０ ※７４ １３５ ※１２

水 産 学 部 １１０ ７５４ ※１ １１９

計 １，６２４ ※１２ ７，３９５※１６１ １，６９３ ※３２

区分
学部 長 崎 県 九州地区

（長崎県を除く）
中国地区四国 近畿地区 中部地区 関東地区 東 北地区北海道

外 国 ・
大 検 等 計

教 育 学 部 １５２ ８０ １９ ３ ０ ２ ０ １ ２５７

経 済 学 部 １８８ ２０２ ２５ ２ ６ １ ０ １ ４２５

医 学 部 ７７ ９５ １５ ４ ５ ３ ２ ０ ２０１

歯 学 部 １０ １９ ５ ５ ７ ４ ０ ０ ５０

薬 学 部 ２７ ３８ ８ ４ ５ ３ １ ０ ８６

工 学 部 １５４ ２２０ ２７ １０ ３ ４ １ １ ４２０

環境科学部 ４０ ６２ １７ ５ ６ １ ２ ２ １３５

水 産 学 部 ３９ ３４ １５ １４ １４ ２ １ ０ １１９

計 ６８７ ７５０ １３１ ４７ ４６ ２０ ７ ５ １，６９３

平成１５年度入学者状況

（人）

（人）

職
員
・
学
生
数
等
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●大 学 院

※は外国人留学生で外数

●専 攻 科

キャンパス風景

学 生 食 堂

区 分
研究科 入 学 定 員 入 学 志 願 者 入 学 者

教 育 学 研 究 科 ３８ ４５ ※２ ３７ ※１

経 済 学 研 究 科 １５ ４２ ※９ ２０ ※２

環 境 科 学 研 究 科 ２５ ２８ ※８ １４ ※８

生産科学研究科
前 期 １８０ ２８６ ※７ ２３８ ※７

後 期 ４４ ３０ ※７ ３０ ※６

医歯薬学総合研究科

博士 １０８ ６８ ※１０ ６５ ※９

博士
前期 ５３ ８５ ※１ ７２ ※１

博士
後期 ２３ ８ ８

計 ４８６ ５９２ ※４４ ４８４ ※３４

区 分
専攻科 入 学 定 員 入 学 志 願 者 入 学 者

水 産 専 攻 科 ３０ ３ ３

（人）

（人）

職
員
・
学
生
数
等

２７



●学部卒業者

●専攻科修了者

●進路状況

●大学院修了者
平成１５年３月３１日現在

（人）

学 部 平成１４年度 累 計
教 育 学 部 ２４７ １４，４１４

経済学部
昼間コース ３１４ １１，６９９
夜間主コース ３９ ８６

医 学 部 １０４ ４，９６４
歯 学 部 ５２ １，１７６
薬 学 部 ８３ ３，４６３
工 学 部 ４６１ ９，９１９
環 境 科 学 部 １４８ ２７８
水 産 学 部 １０７ ４，４９２
合 計 １，５５５ ５０，４９１

大 学 院 平成１４年度 累 計
教 育 学 研 究 科 ４５ ２５６
経 済 学 研 究 科 ６ ８３
医 学 研 究 科 ５７ １，１０１
歯 学 研 究 科 １２ １１３
薬 学 研 究 科 ６３ ９０４
工 学 研 究 科 １ １，７５８
水 産 学 研 究 科 ０ ６１６
海洋生産科学研究科 ３ ２４１
生産科学研究科 ２２４ ４３４
合 計 ４１１ ５，５０６

専 攻 科 平成１４年度 累 計

水 産 専 攻 科 ３ ３３５

学 部
進 路 教育学部 経済学部 薬 学 部 工 学 部 環境科学部 水産学部 合 計

卒 業 者 数 ２４７ ３１４ ８３ ４６１ １４８ １０７ １，３６０

就

職

就職希望者数 １９２ ２５０ ３０ ２１７ ８９ ５７ ８３５
就 職 者 数 １７５ ２１５ ２６ １９０ ８６ ４３ ７３５
就 職 率 ９１．１ ８６．０ ８６．７ ８７．６ ９６．６ ７５．４ ８８．０
農 業
林 業
水 産 業 ２ ４ ６
鉱 業
建 設 業 ２ ２４ １ ２７
製 造 業 ３ ２４ ２ ７２ ９ １１ １２１
卸 ・ 小 売 業 １１ ３３ １ １７ １３ ７５
金 融 保 険 業 ９ ７０ ６ ８５
電気・ガス・水道 １ １ ２
不 動 産 業 ２ １ ３ ６
運 輸 通 信 ４ ７ ３ ２ １ １７
マ ス コ ミ ４ ３ ２ １ １０
サ ー ビ ス 業 ３４ ５３ ２２ ７５ ３５ ９ ２２８
教 育 ９１ ９１
公 務 員 １７ １９ ２ １５ １１ ３ ６７

進 学 者 数 ２８ １０ ５３ ２２７ ２９ ３３ ３８０
そ の 他 ４４ ８９ ４ ４４ ３３ ３１ ２４５

平成１４年度卒業者（修了者）及び進路状況

（人）

（人）

（人）

職
員
・
学
生
数
等
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電気・ガス・水道　2人�
（0.2％）�

水産業　6人（0.8％）�
不動産業　6人（0.8％）�

マスコミ　10人（1.4％）�

運輸通信　17人（2.3％）�

製造業　121人�
（16.5％）�

公務員　67人�
（9.1％）�

金融保険業　85人�
（11.6％）�

建設業　27人�
（3.7％）�

教職員　91人�
（12.4％）�

サービス業　228人�
（31.0％）�

卸・小売業　75人�
（10.2％）�

33

43

31

41

49

29

25

41

42

22

50

44

18

40

51
就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

卒業者数� 107119

108

116
109

14

10
11

12
13

426

461

471 421
428

44

180

202

44

227

190

34

142

295

33

186

202

184

195

49

就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

（年度）�

（人）�
卒業者数�

14

10
11

12
13

25

38

18

26

53

4

37

34

8

27

42

5

53

21

9

81
83

79 74

83

就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

卒業者数�

（年度）�

（人）�

247

8
84

215

10

89
193

5

85

197

10

98

195

4

116

就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

卒業者数�
339 314

283
305

315

（年度）�

（年度）�

（人）�
（人）�

191

25

73
44
28

175
214

30

141

226

29

110

241

40

99 14

10
11

12
13

14

10
11

12
13

14

10
11

12
13

就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

卒業者数�

247
289

385 365

380

14
13

（年度）�

（人）�

就職者�

進学者�

その他�

（平成）�

（年度）�

（人）�卒業者数�

31

35

64

33

29

86

130

148

薬学部�

教育学部�

経済学部�

水産学部�

工学部�

環境科学部�

就職者産業別内訳

過去５年間の進路状況の推移

職
員
・
学
生
数
等
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平成１５年３月３１日現在
（人）

博士の種類
課 程 修 了 論 文

旧制授与数
平 成１４年 度 累 計 平 成１４年 度 累 計

学 術 ６ １０５ １ １４

医 学 ５７ １，１０１ ３６ １，６８０ １，３４７

歯 学 １２ １１３ ５ ６９

薬 学 ７ ５０ ２ ３２

工 学 １５ １３９ １ ２７

水 産 学 １ １６ ０ ８

合 計 ９８ １，５２４ ４５ １，８３０ １，３４７

修士の種類 平 成１４年 度 累 計

学 術 ６ １２

教 育 学 ４５ ２５６

経 済 学 ６ ８３

薬 学 ３７ ８０６

臨 床 薬 学 １９ ４８

工 学 １６４ ２，０９４

水 産 学 ３６ ６８３

合 計 ３１３ ３，９８２

学位授与数

職
員
・
学
生
数
等

３０



研究所等

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

熱帯医学研究所は，熱帯地域で猛威を振う感染症の研究を総合的に行うため，感染症を病原体の側面から研究する

病原体解析部門，ヒト側から研究する宿主病態解析部門，病原体とヒトの間に介在する自然・社会環境面から研究す

る環境医学部門の３大部門と疾病の疫学・情報を研究する熱帯感染症研究センターの組織を有しています。

熱帯病の研究には疾病が流行する地域での調査研究が不可欠です。このため本研究所は，アジア，アフリカ，中南

米の国々の研究機関と密接な連携を保ち，共同研究を続けています。

熱帯病は地理的，社会的，経済的等多様な付帯要因によってその流行像は異なりますので，熱帯病の研究には複数

分野横断的研究の必要性が叫ばれています。この様な学際的研究を遂行するために共同利用研究組織が活用されてい

ます。

熱帯医学研究所 タンザニアでの検診風景

附置研究所

研究部門（研究分野） 総 合 目 標

病原体解析

分子構造解析，病原因子機能解析，感染

細胞修飾機構，寄生行動制御，分子疫学

宿主病態解析

暑熱順化機構，炎症細胞機構，病変発現

機序，感染症予防治療，エイズ・感染防

御

環境医学

（生物環境，社会環境，疾病生態）

１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

２．研究成果の応用による熱帯病の防圧並び

に健康増進への国際貢献

３．上記に係る研究者と専門家の育成

４

（
（

（

（

３１



名 称 業 務

先
導
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

アイソトープ
実験施設

・放射性同位元素を用いた研究に対する施設
の提供及び研究指導並びに助言
・放射性同位元素の管理
・放射性同位元素等取扱者に対する講習会
・学生実習
・生物の放射線応答に関する研究
・その他必要な業務

動 物
実験施設

・生命資源を用いた動物実験の安全管理
・動物福祉と倫理面に配慮した適切な実験環
境と飼育環境の確保
・動物実験従事者に対する講習会
・人獣共通感染症と実験動物固有の感染症に
対する診断検査予防技術等の開発
・その他必要な業務

遺 伝 子
実験施設

・組換えＤＮＡ実験その他の遺伝子実験の安
全管理

・組換えＤＮＡ実験その他の遺伝子実験従事
者の教育訓練

・組換えＤＮＡ実験その他の遺伝子実験従事
者の研究支援

・遺伝子研究と技術開発
・その他必要な業務

総合情報処理
セ ン タ ー

・研究のための科学技術計算及びデータ処理
・情報処理教育における計算機システムの利用
・学術情報の処理及び提供における計算機シ
ステムの利用

・計算機システム及びネットワークシステム
に関する研究，開発等及び利用者に対す
る技術の指導

・その他情報処理に関すること

地域共同研究
セ ン タ ー

大学と地域産業社会との共同研究を推進し，
地域社会における先端技術の開発・導入の支
援
・民間等との共同研究・受託研究の推進
・民間等の技術者に対する先端的技術教育・
研修の実施
・民間等に対する大学のシーズや情報の発信
・民間等からの科学技術相談への対応
・民間等や地域社会への研究成果の還元
・学内，他大学及び海外との共同研究，連携
の推進

生涯学習教育
研究センター

生涯学習に関する教育及び研究を行い，大学
開放の企画，運営及び生涯学習の振興
・大学公開講座，公開シンポジウム等の生涯
学習講座事業
・生涯学習のコンテンツ開発，生涯学習講座
の評価等の研究
・自治体，各種機関・団体との受託研究・連
携事業
・センター季報，生涯学習叢書の発行等の情
報の収集・提供

名 称 業 務

留学生センター

外国人留学生の日本における修学や生活の円
滑化を支援する業務を中心とし，日本人学生
対象の留学相談・留学情報提供や地域の留学
生交流の拠点としての役割業務等
・全学の留学生を対象とする日本語集中コー
ス
・全学の留学生を対象とする日本語一般コー
ス
・主として学部留学生を対象とする日本語・
日本事情教育
・留学生に対する修学・生活指導
・留学生問題全般への実務上の対処
・留学生問題に関する調整・広報活動
・留学生教育に関する研究活動
・留学情報の収集と提供活動

機 器 分 析
セ ン タ ー

学内の大型で精密な各種機器分析装置を集中
管理し，機器の有効利用と総合的な研究効率
の向上及び機器分析情報の提供
・元素分析 化合物中の炭素，水素等元
素の組成比の測定

・物質の構造解析に必要な各種スペクトル
紫外吸収，赤外吸収，質量分析，核

磁気共鳴，Ｘ線解析等 の測定
・タンパク質やペプチドを構成するアミノ酸
の分析

・遺伝子ＤＮＡの塩基配列の決定及びＤＮＡ
断片の化学合成

・新素材の表面分析

大学教育機能
開発センター

・全学教育及び高等教育全般に関する研究開
発及び企画・立案
・全学教育の実施に関する具体的事項の立
案・運営
・教育・研究の評価方法や FDに関する研究
・授業評価の確立と FDの企画，運営，実施
・教育改善の支援

アドミッショ
ンセンター

・入学者選抜方法等に係る調査・研究
・入学者選抜結果の分析及びその評価
・入学者の学業成績の追跡調査
・AO入試の実施の企画・立案
・AO入試に係る学生募集要項，入学案内及
び広報誌の作成
・大学説明会の企画，立案及び実施
・高等学校等訪問による進学相談

環 境 保 全
セ ン タ ー

・環境汚染物質の分析並びに測定
・環境汚染状況等の調査
・公害防止対策に資する資料の収集及び整備
・その他公害の発生防止のための各種定常的
測定
・実験廃液等の収集及び処理

学内共同教育研究施設等

研
究
所
等
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学部等附属教育研究施設

名 称 目 的 等

教

育

学

部

附属教育実践総合センター

教師教育の充実と学部教育の改善，および地域教育界との連携を図るため，

以下の業務を行う。１）教育実地研究・体験実習等の運営・指導・研究，２）

情報教育の指導・研究，３）大学教員としての専門的能力の開発と指導改善

についての研修，４）現職教員の実践的能力の開発に係る研修，

５）いじめ・不登校等，教育上の諸問題についての援助・研究

水

産

学

部

附属練習船鶴洋丸

米国式旋網漁業実習，海洋学実習，航海運用実習

総屯数 １，０４４．３８屯 全長 ６３．６５�
鋼船 ２，８００馬力 教官，その他の船員 ２１名

学生収容人員 ４２名

附属練習船長崎丸

トロール漁業実習及び延縄漁業実習，海洋学実習，航海運用実習

総屯数 ８４２．００屯 全長 ６２．８７�
鋼船 ２，８００馬力 教官，その他の船員 ２１名

学生収容人員 ４０名

附属海洋資源教育研究センター
海洋環境の保全並びに海洋生物資源の保護育成及び有効利用について，実験

・実習の実践的教育を踏まえて体系的な教育研究を行うこと。

熱
帯
医
学
研
究
所

附属熱帯性病原体感染動物実験

施設
熱帯性病原体による感染に関する研究に必要な動物実験を行うこと。

附属熱帯感染症研究センター

熱帯感染症・寄生虫症に関する資料・情報を収集・整理・保存・解析及び提

供するとともに，熱帯感染症・寄生虫症の発生・拡大に関与する複合的要因

の解析と予防制圧に資する研究を行うことにより，学術研究の進展に寄与す

ること。

医

歯

薬

学

総

合

研

究

科

附属原爆後障害医療研究施設

原爆被爆や放射線被曝事故等による放射線障害発症機構の解明と放射線被曝

者の遺伝子レベルでの治療を目的とし，放射線障害者（ヒバクシャ）の国際

的調査や医療協力を実施し，加えて原爆後障害医療の情報センター的性格を

併せもった総合研究施設。

放射線障害解析部門

病態分子解析研究分野 （原研病理） 国際放射線保健部門 （原研国際）

放射線応答解析研究分野（原研放射） 資料収集保存部

分子情報制御研究分野 （原研生化） 資料調査室 （原研情報室）

放射線疫学研究分野 （原研疫学） 生体材料保存室 （原研試料室）

分子医療部門

変異遺伝子解析研究分野（原研遺伝） 分子診断研究分野 （原研細胞）

分子治療研究分野 （原研内科） 分子設計応用研究分野 （原研分子）

附属薬用植物園 薬用植物を栽培して，学術研究及び教育に資すること。

研
究
所
等
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附属施設等
附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

長崎大学附属図書館は，中央図書館（文教キャンパス），医学分館（坂本キャンパス）及び経済学部分館（片淵キャ
ンパス）で構成され，本学の教育と研究及び学習に必要な資料・情報を収集組織し，利用に供し，その発展に寄与す
る支援基盤として設置されています。
近年は，図書館機能の高度化のため，電子化情報技術を活用して効率的な業務の遂行とデジタル化資料の整備提供

（電子ジャーナルの収集受入，貴重資料のデータベース化，ホームページの充実等），また利用ガイダンスの実施や開
館時間の延長により利用者支援活動の充実に取り組んでいます。

附属図書館（中央図書館） 閲覧室での学習風景

（冊）

５

●蔵 書 数（平成１５年４月１日現在）

館 名
図 書 数 雑 誌 の 種 類

和 漢 書 洋 書 計 和 文 欧 文 計

中央図書館

医 学 分 館

経済学部分館

４１４，９８５ １２８，５５２ ５４３，５３７ ９，７５４ ３，０６８ １２，８２２

１２５，２７８ １１３，６３５ ２３８，９１３ ２，９４１ ３，１３１ ６，０７２

２０５，６５３ ９０，２４４ ２９５，８９７ ２，４５９ ８９４ ３，３５３

計 ７４５，９１６ ３３２，４３１ １，０７８，３４７ １５，１５４ ７，０９３ ２２，２４７

●利用状況

館 内 区 分 教 職 員 学 生 そ の 他 計

中 央 図 書 館
入 館 者 数 ２７８，０８９ ３，２９３ ２８１，３８２

貸 出 冊 数 １，３２４ ３６，５７８ １９５ ３８，０９７

医 学 分 館
入 館 者 数 １１９，３４８ １，５３０ １２０，８７８

貸 出 冊 数 ９６７ １１，７４９ ０ １２，７１６

経 済 学 部 分 館
入 館 者 数 ４５，５１５ １，１６３ ４６，６７８

貸 出 冊 数 ３，４４５ ６，１７９ ０ ９，６２４

計
入 館 者 数 ４４２，９５２ ５，９８６ ４４８，９３８

貸 出 冊 数 ５，７３６ ５４，５０６ １９５ ６０，４３７

３４



安政４年（１８５７年），長崎奉行所西役所内に西洋医学伝習所が
設けられ，オランダ国軍医ポンペ・ファン・メールデルフォール
ト氏によって我が国最初の組織的な西洋医学の教育が開始され，
ついで文久元年（１８６１年）に本院の前身である養生所が創設され
ました。その後，大正１２年（１９２３年）に長崎医科大学附属医院と
なり，昭和２４年の学制改革により長崎大学医学部附属病院となり
ました。昭和３６年には，病院開設１００周年を迎え，当時１３診療科，２
中央診療施設，５４０床でしたが，平成１５年４月には国際ヒバクシャ
医療センター及び地域医療連携センターが設置され，現在では２１
診療科，１８中央診療施設，８２９床に拡充されました。また，平成１５
年３月１７日付けをもって（財）日本医療機能評価機構の認定証の
交付を受けました。今後，現在地において病棟の改修工事を行い，
平成２２年には新病棟が完成する予定です。

医学部附属病院

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

（人）

附属病院

●診療科別病床数・患者数

区 分

診療科等名
病 床 数

入 院 患 者 外 来 患 者

延 患 者 数 １日平均患者数 延 患 者 数 １日平均患者数

第 一 内 科 ７１ ２３，３３７ ６３．９ ２６，０５４ １０６．３

第 二 内 科 ８５ ２６，０７２ ７１．４ ２０，４７９ ８３．６

第三内科（循環器科） ４０ １２，７５０ ３４．９ １２，５４５ ５１．２

精 神 科 神 経 科 ５０ １１，２２５ ３０．８ １６．６８８ ６８．１

小 児 科 ５９ １４，４０１ ３９．５ １６，６１７ ６７．８

第 一 外 科 ５６ １９，５５４ ５３．６ ８，４２５ ３４．４

第 二 外 科 ５６ １８，２１９ ４９．９ ７，１０８ ２９．０

整 形 外 科 ４０ １４，０５０ ３８．５ １３，０３０ ５３．２

皮 膚 科 ２３ ７，８９９ ２１．６ １４，０７４ ５７．４

泌 尿 器 科 ３３ １０，９２６ ２９．９ １１，０９２ ４５．３

眼 科 ４１ １３，２１１ ３６．２ ２３，４０９ ９５．５

耳 鼻 咽 喉 科 ４２ １２，４６６ ３４．２ １５，５１４ ６３．３

放 射 線 科 １６ ５，８５８ １６．０ ３，１５１ １２．９

産 科 婦 人 科 ５８ ２１，０３４ ５７．６ １３，４０２ ５４．７

麻 酔 科 ３ ５８１ １．６ ２，７４２ １１．２

脳 神 経 外 科 ２４ ８，８９２ ２４．４ ５，２６１ ２１．５

形 成 外 科 １９ ７，３４７ ２０．１ ４，２６７ １７．４

心 臓 血 管 外 科 １７ ６，９７８ １９．１ ２，３０３ ９．４

原 研 外 科 ４０ １２，２５３ ３３．６ ５，９２４ ２４．２

熱 研 内 科 ２０ ６，９０３ １８．９ ２，７６９ １１．３

総 合 診 療 科 － ８４２ ２．３ ３，６３０ １４．８

共 通 病 床 １９ － － － －

Ｒ Ｉ 治 療 病 室 ８ － － － －

集 中 治 療 部 ９ － － － －

合 計 ８２９ ２５４，７９８ ６９８．１ ２２８，４８４ ９３２．６

注・病床数は平成１５年５月１日現在、予算病床は７９５床 ・患者数は平成１４年度分 ・外来診療日２４５日

附
属
施
設
等
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歯学部附属病院は，「次代を担う歯科医師を養成する教

育病院」であり，また「患者に優しい地域の中核および高

次歯科病院」としての役割を担っています。

平成１４年には，時代の要請に応えうる新しい歯科治療の

推進を目指して，診療科の再編を行いました。教育病院と
ひと

しては，「病を治す」と同時に「人を診る」こともできる

歯科医師を養成したいと，職員一同頑張っているところで

す。

なお，平成１５年１０月１日から本院は医学部附属病院と統

合し，名称も長崎大学医学部・歯学部附属病院と改称され

ることになっています。

歯学部・同附属病院

歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

区 分

診療科等名
病床数

入院患者 外来患者

延患者数 １日平均患者数 延患者数 １日平均患者数

総合歯科 歯の病気予防室

４０ ９，１４９ ２５．０

５，０３８ ２０．５

歯並び・噛み合わせ治療室 ７，６５７ ３１．２

子供の歯治療室 ５，６０４ ２２．８

虫歯・歯周病治療室 ３３，６１９ １３７．２

入れ歯・そしゃく治療室 ２４，７０５ １００．８

顎・口腔歯科 口・顎の外科室 １８，４６３ ７５．３

専門歯科 インプラント室 ５７１ ２．３

地域歯科室 １０８ ０．４

顎関節症室 ３５４ １．４

歯科材料アレルギー室 ４５９ １．８

スポーツ歯科室 ５４ ０．２

審美歯科室 １，０４７ ４．２

口臭クリニック ７０ ０．２

ペインクリニック ３８ ０．１

診断管理科 Ｘ線検査・診断室 １，６９７ ６．９

麻酔・生体管理室 ４３３ １．７

特殊歯科総合治療部 ５，８５６ ２３．９

初期治療部 臨床実習室 ３，０００ １２．２

臨床研修室 １，５７３ ６．４

合 計 ４０ ９，１４９ ２５．０ １１０，３４６ ４５０．３

●診療科別病床数・患者数 （人）

注・患者数は平成１４年度分・ 外来診療日２４５日
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小学校

中学校

養護学校

幼稚園

附属学校

●教育学部附属学校

区分 学級区分 学 年 学級数 学級定員 総定員 現 員

附
属
小
学
校

普通学級

１ ４ ４０ １６０ １１６

２ ４ ４０ １６０ １２６

３ ４ ４０ １６０ １２４

４ ３ ４０ １２０ １２５

５ ３ ４０ １２０ １２１

６ ３ ４０ １２０ １２３

計 ２１ ８４０ ７３５

附
属
中
学
校

普通学級

１ ５ ４０ ２００ ２１０

２ ５ ４０ ２００ ２０７

３ ５ ４０ ２００ ２０１

計 １５ ６００ ６１８

附

属

養

護

学

校

複式学級 小学部

１
１ ６

１８

３

２ ３

３
１ ６

３

４ ４

５
１ ６

３

６ ３

普通学級 中学部

１ １ ６

１８

６

２ １ ６ ６

３ １ ６ ６

普通学級 高等部

１ １ ８

２４

８

２ １ ８ ９

３ １ ８ ９

計 ９ ６０ ６３

附
属
幼
稚
園

３歳児
二年保育

三年保育 １ ２０ ２０ ２０

４歳児
二年保育

２
５０

７０
４５

三年保育 ２０ １９

５歳児
二年保育

２
５０

７０
４４

三年保育 ２０ １９

計 ５ １６０ １４７

※附属養護学校小学部は，２個学年複式

平成１５年５月１日現在
（人）

附
属
施
設
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厚生補導施設等
◆◆ 保健管理センター ◆◆
保健管理センターは，昭和４１年４月に全国のトップをきって設置され，学生・教職員の疾病予防と健康維持，増進

を支援しています。
健康診断や診療だけでなく，身体的及び精神的な悩みの相談，婦人科相談，歯科相談にも応じています。また，自

ら自身の状態をチェックするために身長・体重・体脂肪計，自動血圧計，自動視力計などを開放しています。学園生
活を通して実りある生活を送るとともに，適切なライフスタイルを確率し，健やかな人生をめざして踏み出すことを
願って様々な支援を行っています。

●体育施設

保健管理センター

６

施設名

地区名

体

育

館

弓

道

場

柔

道

場

剣

道

場

武

道

場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
レ
ー
コ
ー
ト

プ

ー

ル

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ

ー

ト

備 考

文 教 地 区 ２ １ １ １ ９ １ ２ １ １ ・柔道場，剣道場及び武道

場は各地区の体育館内

・ハンドボールコートはテ

ニスコートと兼用

片 淵 地 区 １ １ １ ６ １

坂 本 地 区 １ １ １ ２ １

計 ４ ３ １ １ ２ １７ ３ ２ １ １

職

員
（
数
）

教

授
（
所

長
）

助

教

授

臨

床

検

査

技

師

診
療
放
射
線
技
師

看

護

師

保

健

師

事

務

官

計

学 校 医 主 な 医 療 設 備

内

科

皮

膚

科

産
科
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

歯

科

レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置

超
音
波
診
断
装
置

心

電

計

尿

分

析

器

自
動
化
学
分
析
装
置

自
動
血
圧
計

体
内
脂
肪
計

歯
科
用
ユ
ニ
ッ
ト

骨
密
度
測
定
装
置

１ ３ １ １ １ ２ 〔１〕�
９

〔１〕� ４ １ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ ７ ２ １ １

備

考

保健管理センター（相談日）………………………………毎日（午後は医師による相談）
経 済 学 部 分 室（相談日）……………………………水曜日午前
坂 本 分 室（相談日）……………………………月曜日・金曜日の午前（医師による相談も可）
（注）〔 〕は併任を示し外数

（ ）は事務室長が兼務で外数
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●その他主たる施設

臨海研修所

名 称 部 局 場 所 主 な 施 設 主 な 事 業 事 業 体

臨海研修所 学 務 部 西彼杵郡時津町子々川郷

宿 泊 施 設

食 堂

ボ ー ト

学生の課外活動

教 職 員 研 修 会

レクリエーション

長 崎 大 学

課 外 活 動

共 用 施 設
〃

文教町１－１４

長崎大学文教地区構内

共用室・研修室

ミーティングルーム

学生の課外活動

宿 泊 施 設
長 崎 大 学

学 生 会 館 〃 〃

談話室・集会室

和室・茶室

食堂・喫茶

売 店

理・美容室

学生の課外活動

食 品 販 売

食 堂 ・ 喫 茶

書籍・日用品販売

調 髪 ・ 美 容

長 崎 大 学

長崎大学生活協同組合

業 者

課外活動共用

施設・合宿

研 修 施 設

経済学部
片淵４丁目２－１

長崎大学経済学部構内

談話室・共用室

共用会議室

音楽練習室

レコード鑑賞室

制作室・暗室

研 修 室

学生の課外活動

宿 泊 施 設
長 崎 大 学

扶 揺 会 館 〃 〃

談話室・和室

集会室・食堂

売 店

学生の課外活動

喫 茶

書籍・食堂・日用品販売

長 崎 大 学

長崎大学生活協同組合

福利厚生施設 医 学 部
坂本１丁目１２－４

長崎大学医学部構内

談 話 室

食堂・売店

食 堂

書籍・食品・日用品販売

長 崎 大 学

長崎大学生活協同組合

〃 歯 学 部
坂本１丁目７－１

長崎大学歯学部構内

談話室・和室

軽 食 室

学生の課外活動

食 堂 ・ 喫 茶

書籍・日用品販売

長 崎 大 学

長崎大学生活協同組合

〃

医療技術

短期大学

部

坂本１丁目７－１

長崎大学附属病院構内

食 堂

売 店

食 堂

日 用 品 販 売
長崎大学生活協同組合
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国際交流

●部局別内訳

（ ）は女子を内数で示す。
○ は国費留学生を内数で示す。

●国別内訳

（ ）は女子を内数で示す。 ○ は国費留学生を内数で示す。
国名はアルファベット順 国際交流会館

平成１５年４月１日現在
（人）

（人）

平成１５年度外国人留学生

７

区分

国名
学部学生 大学院生 研究生等 計

区分

国名
学部学生 大学院生 研究生等 計

バングラデシュ ４ � ４ � ナイジェリア １ � １ �
バ ル バ ド ス １ � １ � パ キ ス タ ン １ � １ �
ベ ラ ル ー シ １ � １ � パ ナ マ １ １

ボ リ ビ ア ２（１）� ２（１）� ペ ル ー １（１）� １（１）�
ブ ラ ジ ル １（１） １（１） フ ィ リ ピ ン ４（３）� ４（３）�
カンボディア ２ � ２ � ロ シ ア １ � １ �
中 国 ８８（３２） ４９（１８）� ７（５） １４４（５５）� サウジアラビア １ � １ �
中国（台湾） １（１） １（１） 南 ア フ リ カ １（１）� １（１）�
コ ン ゴ １ � １ � ス リ ラ ン カ １（１） １（１）

ガ ー ナ １（１）� １（１）� タ ン ザ ニ ア １ � １ �
グ ァ テ マ ラ １（１）� １（１）� タ イ ４（４）� ３（３）� ７（７）�
イ ン ド １ � １ � ト ル コ １ � １ �
インドネシア ３（１）� ３（１）� ６（２）� ウ ク ラ イ ナ ２（１）� ２（１）�
ヨ ル ダ ン １（１）� １（１）� ベ ト ナ ム １（１） ３（２）� ２ � ６（３）�
カザフスタン ２ � ２ � 計 １０４（３８）� １０４（４０）４９ ３４（１６）� ２４２（９４）�
ケ ニ ア ２ � ２ �
韓 国 ７（２）� ４（１） ８（３） １９（６）�
ラ オ ス １ ２ � ３ �
レ バ ノ ン １ � １ �
マダガスカル １ � １（１） ２（１）�
マ レ イ シ ア ６（２）� ３（１）� １ � １０（３）�
モ ン ゴ ル ４（３）� ４（３）�
ミ ャ ン マ ー ２（１）� ２（１）�
ネ パ ー ル １ � １ �

区分

学部等
学部学生 大学院生 研究生等 計

区分

学部等
学部学生 大学院生 研究生等 計

教 育 学 部 ２（２） ４（３）� ６（３）� １２（８）� 水 産 学 部 ２ ２

経 済 学 部 ２３（１０） ３（１） １０（５）� ３６（１６）� 熱帯医学研究所 １ � １ �
医 学 部 １（１）� １５（６）� １６（７）� 海洋生産科学研究科 １ １

歯 学 部 ３（２） ３（２） 生産科学研究科 ３９（１３）	 ３９（１３）	
薬 学 部 １（１） ９（４）
 １０（５）
 医歯薬学総合研究科 ２３（８）� ２（１）� ２５（９）�
工 学 部 ３０（６）� ３ ３３（６）� 留学生センター ９（４）� ９（４）�
環 境 科 学 部 ４１（１５） １０（５）� ３（３） ５４（２３）� 医療技術短期大学部 １（１） １（１）

計 １０４（３８）� １０４（４０）� ３４（１６）� ２４２（９４）�
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相 手 国 相 手 機 関 交 流 内 容 締 結 年 月 日 締結（主管）部局

１

中 国

中山医科大学 人物交流，学術情報交換，医学教育交流，共同研究 昭和６０年（１９８５．８．１） 医 学 部

２ 福建省衛生防疫所 人物交流，共同研究，学術情報交換 平成元年（１９８９．８．２３） 医 学 部

３ 復旦大学薬学院 学術情報交換，教官・大学院学生交流，共同研究 平成元年（１９８９．１０．４） 薬 学 部

４ 福州大学
学術情報交換，教職員・学生交流，共同研究，講演，シ
ンポジウム

平成４年（１９９２．３．４） （ 工 学 ）

５ 中国海洋大学
研究者交流，学生交流，共同研究，シンポジウム，学術
情報交換

平成９年（１９９７．１．２０） （ 水 産 ）

６ 中国薬科大学
教官・研究者交流，学生交流，研究・教育の合同計画，
学術情報交換

平成１０年（１９９８．１０．３０） （ 薬 学 ）

７ 武漢理工大学
学術情報交換，教職員・学生交流，共同研究，シンポジ
ウム

平成１３年（２００１．１．１１） （ 工 学 ）

８ 福建医科大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１３年（２００１．８．６） （ 医 学 ）

９ 同済大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１３年（２００１．１１．１２） （ 工 学 ）

１０ 国立陽明大学（台湾）
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．６．２１） （ 医 学 ）

１１ 大連水産学院
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１５年（２００３．１．１７） （ 水 産 ）

１２ 上海第二医科大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１５年（２００３．３．１０） （ 歯 学 ）

１３ 第四軍医大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１５年（２００３．３．２６） （ 歯 学 ）

１４

韓 国

濟州大学校
教職員・学生交流，共同研究，シンポジウム，学術情報
交換

平成３年（１９９１．２．５）（工学・水産）

１５ 慶北大学校芸術大学
学術情報交換，教官・学生交流，作品展，演奏会，シン
ポジウム

平成３年（１９９１．１０．１７） 教 育 学 部

１６ 啓明大学医学部 教官・研究者交流，学術情報交換，セミナー 平成３年（１９９１．１１．１８） 医 学 部

１７ 嶺南大学校工科大学
教官等交流，学生交流，共同研究，セミナー・シンポジ
ウム，学術情報交換

平成５年（１９９３．２．２８） 工 学 部

１８ 釜慶大学校
学術情報交換，教官・学生交流，共同研究，練習船相互
訪問

平成９年（１９９７．１．２９） （ 水 産 ）

１９ 江原大学校
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．４．４） （ 工 学 ）

２０ 晋州保健大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．９．１１） （ 医 学 ）

２１ 昌原大学校
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．１０．２４） （ 教 育 ）

２２ 麗水大学校
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．１２．２０） （ 水 産 ）

２３

タ イ

チェンマイ大学
学術情報交換，教職員・学生交流，共同研究，講演，シ
ンポジウム

平成２年（１９９０．９．５）（経済・熱研）

２４ チュラロンコン大学薬学部 学生交流，教官・研究者交流，共同研究，学術情報交換 平成１１年（１９９９．３．２６） 薬 学 部

２５ マヒドン大学
研究者・学生交流，共同研究，教育プログラム，学術情
報交換

平成１１年（１９９９．１１．１） （ 熱 研 ）

外国の大学等との学術交流協定締結状況
（平成１５年５月１日現在）

国
際
交
流
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相 手 国 相 手 機 関 交 流 内 容 締 結 年 月 日 締結（主管）部局

２６ インドネシア サムラトランギ大学
学術情報交換，教職員・学生交流，共同研究，講演，シ
ンポジウム

平成５年（１９９３．４．１９） （ 水 産 ）

２７ シンガポール シンガポ－ル国立大学医学部
学術情報交換，管理者・教官・学生交流，共同研究，講
演，シンポジウム

昭和６２年（１９８７．６．１５） 医 学 部

２８ マレーシア マレーシア科学大学 学生交流，教職員交流，学術情報交換，共同研究 平成７年（１９９５．５．１５） （ 水 産 ）

２９ フィリピン フィリピン大学ディリマン校
研究者・学生交流，共同研究，セミナー・シンポジウム，
学術情報交換，教育交流

平成１３年（２００１．４．１０） （ 熱 研 ）

３０ ベ ト ナ ム 国立衛生疫学研究所
教職員・研究者・学生交流，共同研究，講義・講演・シ
ンポジウム，学術情報・資料交換

平成１３年（２００１．６．２５） （ 熱 研 ）

３１

ア メ リ カ

ハワイ大学教育学部 学生派遣 昭和６０年（１９８５．１２．１９） 教 育 学 部

３２ サウス・カロライナ大学 共同研究，教官交流，学術情報交換，学生交流 平成４年（１９９２．１．２１） （ 水 産 ）

３３
テキサスＡ＆Ｍ大学システム
ヘルスサイエンスセンター

共同研究，合同セミナー・ワークショップ・学外会議等の
企画，教員・学生交換，学術情報交換，学術協力の促進

平成１２年（２０００．１１．２９） （ 歯 学 ）

３４ ミシガン州立大学人間医学部
教育研究資料・刊行物・学術情報交換，教員・研究者交
流，学生交流，共同研究・合同会議

平成１４年（２００２．３．６） （ 薬 学 ）

３５ アリゾナ大学
教員・研究者・技術専門職交換，共同研究，交換留学生，
学術情報・関連出版物交換

平成１４年（２００２．８．２７） （ 環 境 ）

３６

イ タ リ ア

ラクイラ大学工学部
研究者交流，学生交流，共同研究，シンポジウム，学術
情報交換

平成９年（１９９７．５．５） 工 学 部

３７ トリノ工科大学
研究者交流，学生交流，共同研究，シンポジウム，学術
情報交換

平成９年（１９９７．８．１） （ 工 学 ）

３８ ナポリ大学フェデリコⅡ
教官・研究者交流，学生交流，共同研究，講義，セミナー，
シンポジウム，学術情報交換

平成１０年（１９９８．５．４） （ 工 学 ）

３９

イ ギ リ ス

シェフィールドハラム大学
シェフィールドビジネススクール

共同研究，教官等交流，学術情報交換，学生交流 平成８年（１９９６．１２．１６） 経 済 学 部

４０ ユニバーシティカレッジ・ロンドン
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報交換

平成１３年（２００１．３．１４） （ 薬 学 ）

４１ グレイ癌研究所
教育研究資料・刊行物・学術情報交換，教員・研究者交
流，学生交流，共同研究・合同会議

平成１５年（２００３．２．２６） （医歯薬）

４２ ド イ ツ ビュルツブルク大学医学部
教授・研究者交流，学生交流，研究・教育の合同計画，
学術情報交換

平成８年（１９９６．９．２６） 医 学 部

４３ オ ラ ン ダ ライデン大学
教官・研究者交流，学生交流，研究・教育の合同計画，
学術情報交換

平成１０年（１９９８．９．２） （ 医 学 ）

４４ ヨ ル ダ ン ヨルダン大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報交換

平成１５年（２００３．３．１２） （ 薬 学 ）

４５

ベラルーシ

ベラルーシ医科大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１３年（２００１．７．３０） （ 医 学 ）

４６ ゴメリ医科大学
教職員・研究者交流，学生交流，共同研究，講義・講演・
シンポジウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．１．３１） （ 医 学 ）

４７

カザフスタン

セミパラチンスク医科大学
教職員・研究者交流，共同研究，講義・講演・シンポジ
ウム，学術情報・資料交換

平成１０年（１９９８．３．４） （ 医 学 ）

４８ 放射線医学環境研究所
教職員・研究者交流，共同研究，講義・講演・シンポジ
ウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．１２．１８） （ 医 学 ）

４９

ウクライナ

ウクライナ医学アカデ
ミー内分泌代謝研究所

教職員・研究者交流，共同研究，講義・講演・シンポジ
ウム，学術情報・資料交換

平成１５年（２００３．２．２１） （ 医 学 ）

５０
ウクライナ医学アカデ
ミー放射線医学研究所

教職員・研究者交流，共同研究，講義・講演・シンポジ
ウム，学術情報・資料交換

平成１５年（２００３．２．２１） （ 医 学 ）

５１ ロ シ ア オブニンスク放射線医学研究所
教職員・研究者交流，共同研究，講義・講演・シンポジ
ウム，学術情報・資料交換

平成１４年（２００２．７．５） （ 医 学 ）

（平成１５年５月１日現在）

国
際
交
流

４２



（平成１４年度）
（人）●国別来訪者数及び渡航者数

南北アメリカ ヨーロッパ ＣＩＳ ア

フ

リ

カ

大洋州 ア ジ ア 合

計

米
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カ
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ア
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オ
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ス
ト
ラ
リ
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そ
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他

中

近

東

中

国

韓

国
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ド

バ
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グ
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他

イ
ギ
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ラ
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ド
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ツ

イ
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フ
ィ
リ
ピ
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イ
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ド
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シ
ア

シ
ン
ガ
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ー
ル

ベ
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ナ
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ミ
ャ
ン
マ
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア

ラ

オ

ス

来訪者 １７ ３ ８１２ １ ２ １ ２ ３ １ ４１６ ８ １ １３３５３ ６ ７ １ ６１５ １ ５ ５ ２
２１４

（他表敬訪問等１８８）

渡航者 １８８１９１０３７２３３４ ８ ８４０２３ ５２２１７１５ ２ ４７３９９１５ ９３２２７１１２２ ７ １ ２ ３ ６１８ ７８０

●来訪者及び渡航者数

区 分（経費負担別） 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

� 教官の海外渡航者数 文部科学省事業 ５４ ５９ ５６

日本学術振興会 ３９ ２６ ２２

科学技術振興事業団 ５ ３６

科学研究費補助金 １１３ １３７ １７９

科学技術振興調整費 ４

そ
の
他
の
政
府
関
係

文部科学省以外の省庁 １ ８ ６

国際協力事業団 １３ ２１ １２

その他 １０ １０ ８

その他の国内資金 ２７４ ２１７ ２５９

外国政府・研究機関等 ２１ ３７ ２５

私 費 ２０３ １５０ １７３

合 計 ７２８ ６７０ ７８０

� 外国人研究者等受入者数 文部科学省事業 ３８ ３４ ２９

日本学術振興会 ３２ ４０ ３３

科学技術振興事業団 ２

科学研究費補助金 １２ ６ ８

そ
の
他
の
政
府
関
係

文部科学省以外の省庁 ２ ２

国際協力事業団（外国人受託研修員等） ３７ ５６ １７

その他 １ ３

その他の国内資金 ４７ ３４ ４３

外国政府・研究機関等 ２９ ３２ ４０

私 費 ４１ ４６ ４４

合 計 ２３９ ２５５ ２１４

� 外国人来訪者数 表敬訪問等 １０７ １１０ １８８

（人）

国
際
交
流

４３



財 政

（注）研究区分Ａ：民間企業等から共同研究者と研究経費又は研究経費のみを受け入れると共に，大学も研究経費の一部を負担するもの。
研究区分Ｂ：民間企業等から共同研究者と研究経費又は研究経費のみを受け入れるもの。
研究区分Ｃ：民間企業等から共同研究者のみ受け入れるもの。

※平成１５年５月現在

外部資金等

８

●科学研究費補助金

研 究 種 目 内定件数 配分予定額（千円）

特定領域研究 （１） ２ ９，５００

特定領域研究 （２） ２４ １１９，１００

基盤研究（Ｓ） ４ ６７，１００

基盤研究（Ａ） （２） ４ ４９，１００

基盤研究（Ｂ） （１） ６ ２４，１００

基盤研究（Ｂ） （２） ７０ ３２３，６００

基盤研究（Ｃ） （１） ２ １，７００

基盤研究（Ｃ） （２） １４７ ２０９，１００

萌芽研究 ３０ ４３，５００

若手研究（Ａ） ３ ２１，５００

若手研究（Ｂ） ８１ １１７，９００

合 計 ３７３ ９８６，２００

●奨学寄附金

件 数 金 額（千円）

１，７４４ ７５１，５８８

民間等との共同研究
●地域共同研究センター

年 度
共 同 研 究 区 分

Ａ Ｂ Ｃ 計

昭 和 ６２ 年 度 １ １

昭 和 ６３ 年 度 １ １

平 成 元 年 度 １ ７ ８

平 成 ２ 年 度 ３ ４ １０ １７

平 成 ３ 年 度 ３ １０ ６ １９

平 成 ４ 年 度 １ １１ １ １３

平 成 ５ 年 度 ４ １０ １４

平 成 ６ 年 度 ６ １３ １ ２０

平 成 ７ 年 度 ５ ９ ２ １６

平 成 ８ 年 度 ３ ９ ５ １７

平 成 ９ 年 度 ５ ９ １０ ２４

平 成 １０ 年 度 ８ １０ ５ ２３

平 成 １１ 年 度 ８ １０ ３ ２１

平 成 １２ 年 度 ９ ２２ ３ ３４

平 成 １３ 年 度 １３ ６０ ５ ７８

平 成 １４ 年 度 １２ ８３ ４ ９９

計 ８３ ２６０ ６２ ４０５

●受託研究経費

件 数 金 額（千円）

８７ １９４，３９３

（件）

（平成１４年度）（平成１５年度）

（平成１４年度）

４４



雑収入�
822,768千円�
4.0％�

学校財産処分収入�
20,200千円�
0.1％�

附属病院収入�
14,178,163千円�

68.9％�

産学連携等�
研究収入�
677,408千円�
3.3％�

授業料及び�
入学検定料�
4,865,521千円�
23.7％�

施設整備費�
3,941,592千円�

9.5％�

国立学校�
17,887,985千円�

42.9％�

研究所�
772,315千円�
1.8％�

大学附属病院�
14,911,687千円�

35.8％�

改革推進公共投資�
施設整備費�
3,489,533千円�

8.4％�

産学連携等研究費�
657,556千円�
1.6％�

歳入歳出決算額

（歳 入） （平成１４年度）

科 目 決 算 額（円）

附 属 病 院 収 入 １４，１７８，１６３，００８

授業料及び入学検定料 ４，８６５，５２１，４００

学校財産処分収入 ２０，２００，０００

産学連携等研究収入 ６７７，４０７，８５６

雑 収 入 ８２２，７６７，９７０

計 ２０，５６４，０６０，２３４

（歳 出） （平成１４年度）

科 目 決 算 額（円）

国 立 学 校 １７，８８７，９８５，１４８

大 学 附 属 病 院 １４，９１１，６８６，８４５

研 究 所 ７７２，３１４，８８５

産学連携等研究費 ６５７，５５６，１０９

施 設 整 備 費 ３，９４１，５９１，７５０

改革推進公共投資
施 設 整 備 費

３，４８９，５３３，３００

計 ４１，６６０，６６８，０３７

財

政

４５



公開講座
●公開講座実施状況（平成５年度～平成１５年度）

公 開 講 座 風 景

９

年度
開設部局 平成５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

教 育 学 部 ２ ４ ４ ４ ３ ３ ２ ２ ２ ４ ４

経 済 学 部 ３ １ ２ ３ ４ ４ ４ ４ ３ ２ ３

医 学 部 １ ２ １ １

歯 学 部 １ １ １ ２ １ ２ ２ １ ２ １ １

薬 学 部 １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １

工 学 部 １ １ ２ １ ２ ２ １ ２ １ １ ２

環 境 科 学 部 － － － － ２ １ １ １ １ ３

水 産 学 部 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

教 養 部 ２ １ － － － －

熱 帯 医 学 研 究 所 １ １ １ １ １ １ １

附 属 図 書 館 １ １

医 学 部 附 属 病 院 １ １ １ １ １

商 科 短 期 大 学 部 １ １ １ － －

医 療 技 術 短 期 大 学 部 ７ ６ ５ ４ ２ １ １ １ １

保 健 管 理 セ ン タ ー

総 合 情 報 処 理 セ ン タ ー １ １ １ １ ２ １ ２

生涯学習教育研究センター ５ ２ １ １ ４ ３ ５ ３ ２ ２

全 学

開 設 講 座 数 合 計 １８ ２５ ２３ １６ １８ ２２ １９ ２２ １９ １６ ２１

受 講 者 数 合 計 ９８４１，０５７ ９３０ ７７２ ８５３ ７２１ ８３０ ７７１ ７１７ ３７７

（件）

４６



併設短期大学

学部・学科
●学 部

学 生 数
●学 部

●専 攻 科

●研究生・科目等履修生

平成１５年度入学状況
●学 部（平成１４年度から学生募集停止）

●専 攻 科

平成１４年度卒業者（修了者）及び進路状況
●学部卒業者

●学部卒業者の就職等状況

医療技術短期大学部

●専 攻 科

●専攻科修了者

平成１５年５月１日現在
（人）

医療技術短期大学部

１０

区 分 専 攻 科 入 学 定 員 現 員 修 業 年 限
医療技術短期大学部 助産学特別専攻 ２０ ２０ １ 年

区 分 研 究 生 科目等履修生
医療技術短期大学部 ０ ０

学 部 学 科

医療技術短期大学部
看 護 学 科
理学療法学科
作業療法学科

区 分 学 科 収容定員
現 員

計
１ 年 次 ２ 年 次 ３ 年 次

医療技術短期大学部

看 護 学 科 ８０ ０ １ ８３ ８４
理学療法学科 ２０ ０ １ ２１ ２２
作業療法学科 ２０ ０ ０ ２４ ２４

計 １２０ ０ ２ １２８ １３０

区 分 専 攻 入 学 定 員 入学志願者 入 学 者
医療技術短期大学部 助産学特別専攻 ２０ ９０ ２０

学 部 平成１４年度 累 計
医療技術短期大学部 １１６ １，７３０

区 分
就 職 決 定 者 自 営

進 学
そ の 他

計
大 企 業 中小企業 官 公 庁 そ の 他 小 計

医療技術短期大学部 １４ ７０ ８４ ３２ １１６

区 分 専 攻 修 業 年 限
医療技術短期大学部 助産学特別専攻 １ 年

専 攻 科 平成１４年度 累 計
助 産 学 特 別 専 攻 ２０ ３１８

（人）

（人）

（人）

（人） （人）

（人）

４７



キャンパス
土地・建物・船舶

１１

●土地・建物

施 設 等 所 在 地
土 地 （�） 建物（�）
国 有 借 用 国 有

事務局，教育学部，附属教育実践総合セン
ター，薬学部，工学部，環境科学部，水産
学部，附属図書館，医歯薬学総合研究科，
附属薬用植物園，総合教育研究棟，保健管
理センター，総合情報処理センター，地域
共同研究センター，生涯学習教育研究セン
ター，留学生センター，機器分析センター，
大学教育機能開発センター，アドミッショ
ンセンター，環境保全センター，学生会館

長崎市文教町１番１４号 １８７，１２５
３８，１５７
１１３，３２８

職 員 集 会 所 長崎市上西山町１１番１号 ８６７ ２２８
３９８

臨 海 研 修 所 西彼杵郡時津町子々川郷 １，４２５ ４４２
７４３

教育学部附属小学校，附属中学校，
附属幼稚園

長崎市文教町４番２３号 ５１，１８５
８，６４８
１６，５１０

教 育 学 部 附 属 養 護 学 校 長崎市柳谷町４２－１ １２，５２９ ２，２１８
３，４２１

経 済 学 部 長崎市片淵４丁目２番１号 ５３，６３７ ６，９６９
１６，７８５

医学部，熱帯医学研究所，附属熱帯性病原
体感染動物実験施設，附属熱帯感染症研究
センター，医歯薬学総合研究科，附属原爆
後障害医療研究施設，アイソトープ実験施
設，動物実験施設，遺伝子実験施設

長崎市坂本１丁目１２－４ ９３，０２５
１５，４０８
４７，９８１

医 学 部 納 骨 堂 長崎市銭座町４番５９号 ４７ １３
１３

医学部附属病院，看護婦宿舎，歯学部，
歯学部附属病院，医歯薬学総合研究科，
医療技術短期大学部

長崎市坂本１丁目７－１ ８２，１４３
２４，３７８
１１４，１２９

医歯薬学総合研究科附属薬用植物園 西彼杵郡野母崎町野母１３２１ １５，８２４ ４９４
４９４

水産学部附属海洋資源教育研究センター 長崎市多以良町１５５１－７ １０，９００ ９０２
１，４９０

〃 （ 旧 野 母 水 産 実 験 所 ） 西彼杵郡野母崎町野母字小田７１４－１ ５，６１５ ０
０

公 務 員 宿 舎 ８，９０１ １，９６４
７，９２７

九州地区国立大学島原共同研修センター 島原市礫石原町甲１２０１ １２０，２８６ １，９３３
２，４９４

国 際 交 流 会 館
長崎市西町１２－１

３，０９５ ６２１
２，１３９

西 町 課 外 活 動 施 設 ３，０１６

外 国 人 教 師 宿 舎 ４，１４１ ４８
１１５

計 ６５３，７１４ ４７ １０２，４２３
３２７，９６７

合 計 ６５３，７６１

所 属 船 名 構 成 トン数 馬 力 備 考

水 産 学 部
鶴 洋 丸 鋼 船 １，０４４．３８ ２，８００ 教官，その他の船員２１名，学生収容人員４２名
長 崎 丸 鋼 船 ８４２．００ ２，８００ 〃 ２１名， 〃 ４０名
鶴 水 鋼 船 ２７．８０ ４３０ その他の船員３名， 収容人員 １５名

学 務 部 琴 風 Ｆ Ｒ Ｐ １４０ 救助艇，乗船定員１０名

平成１５年５月１日現在
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長崎大学地区別配置図
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部局等所在地一覧

部 局 の 名 称 所 在 地 電 話 番 号

・事 務 局

・保 健 管 理 セ ン タ ー
・先 導 生 命 科 学 研 究 支 援 セ ン タ ー
ア イ ソ ト ー プ 実 験 施 設
動 物 実 験 施 設
遺 伝 子 実 験 施 設

・総 合 情 報 処 理 セ ン タ ー
・地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー
・生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー
・留 学 生 セ ン タ ー
・機 器 分 析 セ ン タ ー
・大 学 教 育 機 能 開 発 セ ン タ ー
・ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー
・環 境 保 全 セ ン タ ー
・国 際 交 流 会 館
・国 際 交 流 会 館 坂 本 分 館
・臨 海 研 修 所
・教 育 学 部
教育学部附属教育実践総合センター
教 育 学 部 附 属 小 学 校
教 育 学 部 附 属 中 学 校
教 育 学 部 附 属 養 護 学 校
教 育 学 部 附 属 幼 稚 園

・経 済 学 部
・医 学 部
医 学 科
保 健 学 科

・医 学 部 附 属 病 院
・歯 学 部
歯 学 部 附 属 病 院

・薬 学 部
・工 学 部
・環 境 科 学 部
・水 産 学 部
水 産 学 部 附 属 練 習 船 鶴 洋 丸
水 産 学 部 附 属 練 習 船 長 崎 丸
水産学部附属海洋資源教育研究センター

・熱 帯 医 学 研 究 所
附属熱帯性病原体感染動物実験施設
附 属 熱 帯 感 染 症 研 究 セ ン タ ー

・附 属 図 書 館
・生 産 科 学 研 究 科
・医 歯 薬 学 総 合 研 究 科

附 属 原 爆 後 障 害 医 療 研 究 施 設
附 属 薬 用 植 物 園［ 文 教 地 区 ］

［ 野母崎地区 ］
・医 療 技 術 短 期 大 学 部
・九州地区国立大学島原共同研修センター

〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４

〃 〃

〒８５２‐８５２３ 坂本１丁目１２‐４
〃 〃
〃 〃
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〒８５２‐８０４３ 西町１２‐１
〒８５２‐８１０２ 坂本１丁目７‐１
〒８５１‐２１１１ 西彼杵郡時津町子々川郷
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〃 〃
〒８５２‐８１３１ 文教町４‐２３
〃 〃
〒８５２‐８０４６ 柳谷町４２‐１
〒８５２‐８１３１ 文教町４‐２３
〒８５０‐８５０６ 片淵４丁目２‐１

〒８５２‐８５２３ 坂本１丁目１２‐４
〒８５２‐８５２０ 坂本１丁目７‐１
〒８５２‐８５０１ 〃
〒８５２‐８５８８ 〃
〃 〃
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〒８５１‐２２１３ 多以良町１５５１‐７
〒８５２‐８５２３ 坂本１丁目１２‐４
〃 〃
〃 〃
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〃 〃
〒８５２‐８５２３ 坂本１丁目１２‐４
〒８５２‐８５８８ 坂本１丁目７‐１
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〒８５２‐８５２３ 坂本１丁目１２‐４
〒８５２‐８５２１ 文教町１‐１４
〒８５１‐０５０５ 西彼杵郡野母崎町野母１３２１
〒８５２‐８５２０ 坂本１丁目７‐１
〒８５５‐００２６ 島原市礫石原町甲１２０１

０９５‐８１９‐２０１６（総務課）
０９５‐８１９‐２０３１（人事課）
０９５‐８１９‐２０３８（研究協力課）
０９５‐８１９‐２０４２（国際交流課）
０９５‐８１９‐２０５０（主計課）
０９５‐８１９‐２１４９（経理課）
０９５‐８１９‐２１５１（契約室）
０９５‐８１９‐２０７２（学務課）
０９５‐８１９‐２１０３（学生生活課）
０９５‐８１９‐２１１１（入試課）
０９５‐８１９‐２１２４（留学生課）
０９５‐８１９‐２１３１（企画課）
０９５‐８１９‐２１３６（建築課）
０９５‐８１９‐２１４１（設備課）
０９５‐８１９‐２２１４

０９５‐８４９‐７１５０
０９５‐８４９‐７１９１
０９５‐８４９‐７１３４
０９５‐８１９‐２２２２
０９５‐８１９‐２２３１
０９５‐８１９‐２２３４
０９５‐８１９‐２２４３
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８１９‐２０７６
０９５‐８１９‐２１１３
０９５‐８１９‐２２４６
０９５‐８４５‐０２０１
０９５‐８４９‐７５１９
０９５‐８８２‐８３０１
０９５‐８１９‐２２６３
０９５‐８１９‐２２９１
０９５‐８１９‐２２７２
０９５‐８１９‐２２７８
０９５‐８４５‐５６４６
０９５‐８１９‐２２８８
０９５‐８２０‐６３００

（番号案内）０９５‐８４９‐７０００
（番号案内）０９５‐８４９‐７９００
（番号案内）０９５‐８４９‐７２００
（番号案内）０９５‐８４９‐７６００

〃
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８１９‐２４８９
０９５‐８１９‐２７１３
０９５‐８１９‐２７９３
０９０‐３０２２‐２０４４
０９０‐３０２２‐２０４３
０９５‐８５０‐７３１１
（番号案内）０９５‐８４９‐７８００

〃
〃

０９５‐８１９‐２１９３
０９５‐８１９‐２４９１
（番号案内）０９５‐８４９‐７０００
（番号案内）０９５‐８４９‐７６００
０９５‐８１９‐２４１３
（番号案内）０９５‐８４９‐７０００
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８９３‐０２８０
（番号案内）０９５‐８４９‐７９００
０９５７‐６４‐２２０１
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線�

佐世保市�

佐世保線�
早岐�

長崎空港�

時津�

長崎市�

野母�

長�
崎�

半�
島�

大村市�

嬉野�

佐　賀　県�

諫早市�

千々石湾� 小浜�

加津佐�

礫石原�

島原鉄道�

島原市�

雲
仙
国
立
公
園�

大 村 湾 �西
彼
杵
半
島�

大�

村�

線�

1

2

3 4
5
6
7

9

8

10

●１ 臨海研修所

●２ 水産学部附属海洋資源教育研究センター

●３ 教育学部附属養護学校

●４ 教育学部附属小学校，附属中学校，附属幼稚園

●５ 事務局，教育学部，附属教育実践総合センター，

薬学部，工学部，環境科学部，水産学部，

附属図書館，生産科学研究科，

医歯薬学総合研究科，附属薬用植物園，

保健管理センター，

総合情報処理センター，地域共同研究センター，

生涯学習教育研究センター，留学生センター，

大学教育機能開発センター，

アドミッションセンター，環境保全センター

●６ 医学部，熱帯医学研究所，

附属熱帯性病原体感染動物実験施設，

附属熱帯感染症研究センター，医歯薬学総合研究科，

附属原爆後障害医療研究施設

先導生命科学研究支援センター

●７ 医学部附属病院，歯学部，歯学部附属病院，

医歯薬学総合研究科，医療技術短期大学部

●８ 経済学部

●９ 医歯薬学総合研究科附属薬用植物園

●１０ 九州地区国立大学島原共同研修センター

●長 崎 県

長崎大学位置図
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●長 崎 市

●１ 経済学部

●２ 医学部附属病院，歯学部，歯学部附属病院，

医歯薬学総合研究科，医療技術短期大学部

●３ 医学部，熱帯医学研究所，

附属熱帯性病原体感染動物実験施設，

附属熱帯感染症研究センター，

医歯薬学総合研究科，附属原爆後障害医療研究施設，

先導生命科学研究支援センター

●４ 事務局，教育学部，附属教育実践総合センター，

薬学部，工学部，環境科学部，水産学部，

附属図書館，生産科学研究科，

医歯薬学総合研究科，附属薬用植物園，

保健管理センター，

総合情報処理センター，地域共同センター，

生涯学習教育研究センター，留学生センター，

機器分析センター，大学教育機能開発センター，

アドミッションセンター，環境保全センター

●５ 附属小学校，附属中学校，附属幼稚園

●６ 国際交流会館

●７ 附属養護学校
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路面電車�
県営バス�
長崎バス�

滑石、時津へ至る�

長崎空港（大村市）へ至る�

昭和町�

←赤迫へ至る�

大学病院前�浦上駅前�

うらかみ�

下大橋�

長崎駅前東口�

公会堂前�

桜
町
経
由�

諏訪神社前�

新大工町�

▲蛍茶屋へ至る�

ながさき�

長崎駅前�

浦上川�

諏訪神社前�

長崎大学前�

経済学部前�

医学部前� 坂本町�

大橋�浜口�

長崎大学�
文教キャンパス�

長崎大学�
坂本キャンパス�

長崎大学�
片淵キャンパス�

長崎大学交通案内

○路面電車 �『長崎駅前』から「赤迫」行き，『長崎大学前』下車，
徒歩約１分

○バ ス �『長崎駅前』から長崎バス１番系統「滑石」，「時津」行き，
『長崎大学前』下車，徒歩約１分

○航 空 機 � 長崎空港（大村市）から長崎方面行きバス（浦上経由），
『昭和町』（約５０分）下車，徒歩約１０分

○路面電車 �『長崎駅前』から「蛍茶屋」行き，『諏訪神社前』
又は『新大工町』下車，徒歩約１０分

○バ ス �『長崎駅前東口』から県営バス「循環」，「立山」，「東高下」，
「浜平」，「西山木場」行き，『経済学部前』下車，徒歩約１分

○航 空 機 � 長崎空港（大村市）から長崎方面行きバス（諏訪神社経由），
『諏訪神社前』（約５０分）下車，徒歩約１５分

○路面電車 �『長崎駅前』から「赤迫」行き，『浜口町』下車，
徒歩約１０分

○バ ス �『長崎駅前』から長崎バス８番「下大橋（医大経由）」行き，
『医学部前』下車，徒歩約１分

○航 空 機 � 長崎空港（大村市）から長崎方面行きバス（浦上経由），
『浦上駅前』（約５５分）下車，徒歩約１５分

○路面電車 �『長崎駅前』から「赤迫」行き，『大学病院前』下車，
徒歩約５分

○バ ス �『長崎駅前』から長崎バス８番「下大橋（医大経由）」，行き，
『坂本町』下車，徒歩約１分

○航 空 機 � 長崎空港（大村市）から長崎方面行きバス（浦上経由），
『浦上駅前』（約５５分）下車，徒歩約１０分

利
用
交
通
機
関

文教キャンパス

教育学部・薬学部・工学
部・環境科学部・水産学
部・附属図書館・事務局等
（長崎市文教町１－１４）

片淵キャンパス

経済学部
（長崎市片淵４丁目２－１）

坂本キャンパス１

医学部・熱帯医学研究所等
（長崎市坂本１丁目１２－４）

坂本キャンパス２

医学部附属病院・歯学部・
歯学部附属病院・医療技術
短期大学部
（長崎市坂本１丁目７－１）

１２
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